倶利 伽羅 峠に は、 新道と 故 道と ある。 いわゆる 一 騎 

となみ やま 

落から 礪波 山へ 続く 古戦場 は、 その 故 道で。 これ は大 

ものずき たぐい 

分 以前から 特別 好物な 旅客 か、 山伏、 行者の 類 の ほか、 

よぎ 

余リ 通らなかった。 —— ところで、 今度 境 三 造の 過つ 

あま だ ごえ 

たの は、 新道 …… 天 田 越と 言う。 絶頂 だけ 徒歩 すれば、 

くるま 

俥で 越された、 それ も 一 昔。 汽車が 通じてから ざつ 

ものずき 

と 十 年になる から、 この 天 田 越が、 今 は 既に 随分、 好事。 

さて 目的 は 別になかった。 

あ.. こ. J1 ち る 

暑中休暇に、 どこか その 辺 を 歩行いて 見よう。 以 



間 四 里、 聞え た 加 賀の松 並木の、 西 東 あっち こち、 

津幡 まで は ほとんど 家続きで、 蓮根が 名産の、 蓮 田が 

稲田より 風 薫る。 で、 さまで 旅ら しい 趣 はない が、 こ 

ひとて 

の 駅 を 越す と 竹の 橋 II 源平 盛衰 記に == 源氏の 一 手 

ひぐち かねみ つ 

は 樋 口 兼 光 大将に て、 笠 野 富 田 を 打 廻り、 竹の 橋の 

からめて 

搦手に こそ 向い けれ == と ある、 ちょうど 峠の 真下の 

里で。 倶利 伽羅 を 仰ぐ と 早 や、 名 だた る 古戦場の 面影 

すわ とき くさずり 

が 眉に 迫って、 驚 破、 松風 も 鯨波の 声、 山の 緑 も 草摺 

すまん ぐんぴょう ふせや かど う 

を 揺り 揃えた る 数万の 軍兵。 伏屋が 門の 卯の花 も、 

よろい たお やめ 

幽霊の 鎧ら しく、 背戸の 井戸の 山吹 も、 美女の 名の 

なつかし 

可瞜 い。 



二 

いんぬ ると し あたり とおりかか 

往年、 雨上りの 朝、 ちょうど この辺 を通掛 つた 

しずく こんじょう ゆたか こ 

時、 松の I 卞 に濡色 見せた、 紺青 の 尾 を 豊 に、 樹の間 

あおぞら くぐ かさ さぎ まっしろ 

の 蒼 空 を 潜り 潜り、 鵲 が 急ぎ もせず、 翼で 真白な 雲 

の こずえ 

を 泳いで、 すいと 伸し、 すいと 伸して、 並木の 梢 を 道 

づれ になった。 可 懐い その 姿 を 見る の も、 また この 旅 

の 一 興に 算 えたので あつたから —— それ を 思 出して 

うかが 

窺 つたが …… 今日は 見えぬ。 

なお 前途の 空 を 視め視 め、 かかる 日の 高い 松の 上に、 



かまび す ね ぐら 

蟬の 声の 喧しい 中に も、 塒 して その 鵲が居 はせ ぬ 

かと、 仰いで 幹 をた たきな どして、 右 瞻左瞻 ながら、 

たど おおき とんぼ あと 

うかう かと 並木 を迪る —— 大な 蜻蛉の、 跟を つけて 

行く の も 知らずに。 

まば ひら 

やがて 樹立が 疎らに なって、 右左 両方へ 梢が 展 くと、 

山の 根が 迫って 来た。 倶利 伽羅の その 風情 は、 偉大な 

る 雲の 峯が裾 を 拡げた ようで ある。 

ただよ さま ひとむら めさき あら 

処へ、 横雲の 漾ぅ 状で、 一 叢の 森の、 低く 目前に 顕 

われた の は、 三 四 軒の 埴生の 小屋で。 路傍に 沿うて、 

枝の 間に 梟 の 巣の ごとく 並んだ が、 どこに ^ 礎 を据 

えたと しもな く、 元 村から 溢れて 出た か、 崖から 墜ち 



こ つ ぜん 

失せた …… と 思う 暇 もな しに、 忽然と して 消えた の 

である。 

「や！」 

声 を 出して、 三 造 はきよ とんと して、 何 かに 取摑 まつ 

ねじむ 

たらしく、 堅くな つて そこら を 捻 向く …… と、 峠と も 

山と も 知れず、 ただ 樹の 上に 樹が累 なり、 中空 を蔽ぅ 

おつかぶ そび ゆ 

て 四方から 押 被 さって 聳え 立つ —— その 向って 行く ベ 

あたま 

き、 きざき ざの 緑の 端に、 のこのこと 天窓 を 出した 雲 

の峯の 尖端が、 あたかも 空へ 飛んで、 幻に ぼちぼち 残つ 

た。 牛 頭に i: たと は 愚か。 

三 造は悚 然とした。 



が、 遁げ 戻る でもな し、 進む でもな く、 無意識に 一 

足 出る と、 何、 何、 何の 事 もない、 牛 は 依然として のつ 

そりと 居る。 

一体、 樹の 間から 湧いて 出た ような 例の 姿 を、 通り 

みまも あ る 

がかり に 一 見し、 瞻り 瞻リ、 つい 一 足 歩行いた、 …… 

その 機会に、 件の 桃の 木に 隠れた ので、 今でも 

まっしょうめん たち どころ う 

真正面 へち よつ と 戻れば、 立処 に また 消え失せよう。 

蝶 も 牛の 背 を 越した かな …… 左の 胴 腹に、 ひらひら 

ひら。 

「 ま ま ま ま II 

独りで 笑 出した。 



ラカラと 鐸が 鳴った が、 

「ほう -」 

ふくろ つら あかぐろ きば 

と 梟 のよう な 声 を 発した。 面赭 黒く、 牙 白く、 両の 

くるみ か わ まなこ おろち 

頰に 胡桃 を嚙み 破り、 眼 は 大蛇の 穴の ごとく、 額の 幅 

さ さ え 

約 一尺に して、 眉 は 栄螺 を 並べた よう。 耳まで 裂けた 

大口 を 開いて、 上から 境 を 睨め 着けた が、 

「これ は、」 

o じ か に 

と 云う 時、 かっしと 片腕、 肱 を 曲げて、 その 蟹の 

こうら めんがた は 

甲羅 を 面 形に 剝 いで 取った。 

四十 余りの 総髪で、 筋骨 逞 ましい f 漢子、 —— また 

カラカラと 鳴 つ た —— 鐸の柄 を 片手に 持 換えながら、 



「思いがけない 処に ござった。 とんと 心 着きませんで、 

不調法 ご 

いちゅう 

と 一 揖 して、 

「面です はは はは 面で) j ざる。 」 

おそろし うつむ 

と緖を 手首に、 可 恐い 顔 は 俯向けに、 ぶら りと 膝に 

おごそか おの こ 

飜 つたが、 鉄で 錶 たらしい その 厳 さ。 逞 ましい 漢 

の 手に もずし りと する。 

「お驚きで ございました ろうで、 恐縮で ござります ご 

「は あ、」 

ひとは ぜんまい 

と 云う と、 一 刎ね 刎ねた ままで、 弾機が 切れた よう 

つった みがまえ 

に そこに 突立って いた 身 構が 崩れて、 境 は 草の 上へ 



なげ ひざ ひよ リ げた は 

投 膝で 腰 を 落して、 雲が 日和下駄 穿いた 大山 伏 を、 足 

つま さ. *.J 

の 爪 尖から 見上げて 黙る。 

「別に、 お 怪我 は？」 

手 を 出して 寄って 来たが、 腰で も 抱こう 様子に 見え 

た。 

「怪我なん ぞご 

おかし 

境 は 我ながら 可 笑くな つて、 

いのち 

「生命に も 別条はありません ご 

ちょうじょう 

r 重 畳 で ござる ご 

と 云う、 落着いて 聞く と、 声の やや 掠れた 人物。 

「しかし 大丈夫、 立派な 処を御 目に 懸けました。 何で 



しゃが * きょうえ うずた か 

境の 前に 蹲んだ 時、 山伏 は 行 衣の 胸に 堆 い、 鬼の 

えりもと にら おしい 

面が、 襟 許から 片目で 睨む の を 推 入れな どして、 

あなた てまえ おくびょう 

「実は、 貴 辺よりも 私が お 恥 かしい。 臆病から 致い 

て かような もの を 持 出し ましたで。 

それと 申す が、 やはり この 往来 止の 緦 張で ございま 

する がな。 ここば かりで はのう て、 峠を越しました 向 

いする ぎ とッ つき のぼ 

うの 坂、 石 動から 取附の 上り口に も、 ぴたりと 封じ目 

の 墨が あるで ござります。 

しさ い てまえ あなた ま つ くらさん ぼう 

仔細あって、 私 は、 この 坂 を 貴 辺、 真暗 三宝 駆 下り 

ましたで、 こちらの この 緦張 は、 今 承ります まで 目に 

も 入らず、 貴 辺が お 在な さる 姿 さえ 心 着かなん だで ご 



さ リま， 19 

うわさ てまえ 

が、 あちらの は、 風説に も 聞き ますれば、 私 も 見 ま 

した、 と 申します のが、 そこから さまで 隔て ませぬ、 

やま ごも 

石 動の 町 を この 峠の 方へ、 人里 離れました 処に、 山 籠 

り を 致して おります ご 

不動 堂の 先達 だと 云う。 それで その 鐸も、 雲の よう 

な 行 衣 も 解めた。 

「御免 下され、」 

さかさま たもと 

とこ こで、 鐸を 倒 に 腰に さして、 抉から、 ぐった 

かます たばこいれ しんちゅう きせる 

りした、 油 臭い、 队の 煙草 入 を 出して、 真鍮の 煙管 

を、 ト 隔てな く 口 ごと 持って来て、 蛇の 幻の あらわれ 



おおき くりから ざんしょう ざんじ 

大 い。 そのまま 題に して、 倶利 伽羅 山 焼 残 寺が 一 院、 

ほ つ こくな だ い 

北国 名代の 巡拝 所 —— 

と 申す 説 も ござりました ご 

七 

「ところが、 買手が 附 いたので ござり ましてな。 随分 

広い、 山ぐ るみ 地所 附 だと 申す 事で ご 

行者が ちょいと 句切った ので、 

「別荘に でもな りました かご 

きせる ふ 

BI 管 を 揮って、 遮る ごとく、 



うす さ いしき しとね かみ くら 

交った は、 薄 彩色の 褥 のよう で、 上座に 猿 丸太 夫、 

けんぞく 

眷属 ずらり と 居 流れ、 連歌で もしそう な 模様 じ や。 … 

やきうち つづらお リ しわざ 

… (焼 撃 をした の も 九十 九折の 猿が 所為よ、 道理 こそ、 

柿の 樹と 栗の 樹は 焼かずに 背戸へ 残した わ。) …… な 

どと 申す。 

やまがで あい 

山家 徒で ござる に 因って、 何 か 一 軒 家 を 買 取った も、 

や つ むかし あだな くま さか 

古 猿の 化けた 奴。 古 この 猿ケ 馬場に は、 渾名 を 熊 坂 

お いはが いする， き 

と 言った 大猿 があって、 通行の 旅人 を追剝 し、 石 動の 

つば あずき もち 

里へ 出て、 刀の 鍔で 小豆 餅 を 買った と ある、 と 雪の 

ろばた つも 

炉端で 話が 積る。 

ゆきじよう ろう しろむく 

ト そこら 白い ものば つかりで、 雪上 藤 は 白無垢 じ や 



めに、 近来 ほとんど 人跡が 絶 果てました。 

ところがな、 ついこの 頃、 石 動 在の 若者、 村 相撲の 

関 を 取る 力自慢の 強がりが、 田植が 済んだ 祝 酒の 上 機 

あま あが よし こども 

嫌、 雨霽 りで 元気 は 可、 女 小児の 手前 もあって、 これ 

さす おら 

見よ がしに 腕を扼 つて —— 己が 一番 見届ける、 得物な 

んぞ、 何、 手摑 みだ、 と 大手 を 振って 出 懸けた のが、 

わし みどう 

山路へ かかって、 八ッ さがりに、 私 ども 御堂へ 寄った 

で) ，- ざり ます。 

おみき 

そこで、 御神酒 を 進ぜました。 あびら うん けんそ わ 

かと 唱えて、 押 頂いて 飲んだ です て …… 

(お気をつけられい。) 



と 申して 石段 を 送って 出ます と、 坂へ 立身 上りに 片 

足 を 踏 伸ばいて、 

(先達、 訳 あねえ。) 

むこうはちまき 

と 向顱卷 したであります はてさて、 この 気 構 

お ぼっか つれ 

えで は、 どうやら 覚束ない と 存じながら、 連に はぐれ 

くびぬ き もろはだ ぬぎ 

た 小 相撲と いう 風に、 源氏 車の 首 抜 浴衣の 諸肌 脱、 素 

わらじば き ばしょ リ 

足に 草鞋 穿、 じんじん 端折で、 てす けと くて く 峠へ 

おしの ぼ うしろつ き 

押 上る 後 姿 を、 日脚な リに 遠く 蔭る まで 見送 リ まし 

たが、 何が、 貴 辺、」 

「え、 その 男 は？ 一 



八 

先達 は 渋面して、 

「まず 生命に 別条の ない ばかり、 —— 日が 暮れました 

てまえ つ 

で、 私 御 本堂へ だけ 燈明を 点けました。 で、 縁の 端で 

…… されば 四日 頃の 月 をこう、 」 

てび さし 

手廂 して、 

「森の 間から 視 めて いますと、 けたたましい 音を立て 

たちき ぶっか 

て、 ぐるぐ る 舞い じ や、 二三 度 立 樹に打 着りながら、 

件の その 昼間の 妖物 退治が、 駆 込んで 参りました。 

(お 先達、 水 を 一口、) 



と 云う と、 のめず つて、 低い 縁へ、 片肱 かけた なり 

尻餅 を 支いた が、 …… 月明りで 見る せいで は ござらん、 

ま つ さお 

顔の 色、 真 蒼で な。 

すぐに 岩清水 を 月影に 透かして、 大 茶碗に 汲んで 進 

ぜた。 

(明 王のお 水で ござる …… しっかりな され。) 

と 申した が、 こっちで 口へ 当が つて やらずに は、 震 

えて 飲めなん だ で ござります。 

わき 

やっと 人心地に なった 処で、 本堂 傍の 休息所へ 連 込 

みました。 

処で 様子 を 尋ねる と、 (そ、 その 森の 中、 垣根 越、 女 



の 姿が ちらちら する、 わ あ、 追 懸けて 来た、 入って 来 

ほし ふさ 

る …… 閉めて 欲い。) と 云う で、 ばた ばた 小 窓な ど 塞ぎ、 

か つ あかる すす ランプ つ 

赫と 明 くと も 参らん が、 煤けた なりに 洋燈も 点けた て。 

いきおい 

少々 落着いての 話で は —— 勢 に 任せて、 峠 を さし 

しさい もともと 

て 押 上った、 途中 別に 仔細 は ござらん。 元来、 そこ か 

ら 引返そう というで はなく、 猿ケ 馬場 を、 向う へ …… 

というの が、 …… こちらで、」 

ささ おさ 

と 煙管の 尖で 草 を 圧え、 

「峠 越し 竹の 橋へ 下りて、 汽車で 帰ろう 了簡。 ただ 

い すすき やけいし ふみ 

ただ、 山 一 つ 越せば 可い わ、 で 薄、 焼 石、 踏 だいに、 

…… 薄暮 合 猿ケ 馬場 はがらん として、 中に、 すッ 



くりと 一軒家が、 何か大 牛が 蟠ま つたよう な 形。 人 

が 開けた と は 受取れ ぬ、 雨戸が 横に 一枚と、 入口の 大 

戸の 半分ば かり 開いた 様子が、 口 を ぱくりと …… それ、 

遣った 塩标。 根太 ごと、 がたがたと 動 出し もし 兼ねん 

です て。 

にら むこうはちまき 

そいつ を 睨みつ けて、 右の 向顱卷 、 大肌 脱で 通り か 

かると、 キチ キチ、 キチ キチと 草が 鳴る …… いや、 何 

か 鳴く です じ や、 …… 

きりぎりす おおき いたち 

蟋蟀に して は 声が 大ぃぞ II 道理 かな、 鼬、 かの 

鼬な。 

鼬で ござる が、 仰向けに 腹 を 出して、 尻尾 をぶ るぶ 



ると 遣って、 同一 処を ごろごろ 廻る。 

みちばた あしもと 

つい、 路傍の 足 許 故に、 

しつ 

(叱！ 叱！) 

と 追ってみ たが、 同一 処を ちょっと も 動かず、 四 足 

を びりびりと 伸べ つ、 縮めつ、 白い 面 を、 目 も 口 も 分 

まあお む すリ ぐあい 

らぬ真 仰向けに、 草に 擦つ け 擦つ けて 転げる 工合が、 

いぬ じ や こげちゃ 

どうも 狗 ころの 戯れる と 違って、 焦 茶色の 毛の 火に な 

も だ くるし 

るば かり、 悶え 苦 むに 相違 ござらん。 

大蛇で も 居て 狙う か、 と 若い者ち と 恐 気がつい たげ 

あた リ まが あたま 

な、 四辺に 紛 いそうな 松の 樹も なし、 天窓の 上から、 

しと だる だいじゃ のぞ 

四 斗 樽 ほど な 大蛇の 頭が 視く というで も ござるまい。 



あおぎい ろ 

が 蒼 黄色に 夕日に 光る。 

怪し さも、 凄 さも これほどなら 朝 茶の 子、 こいつ 

みもの まく しゃが 

見物と、 裾 を 捲って、 蹲み 込んで、 

(負けるな、 ゥシ、 ) 

あお 

などと 面白半分、 鼬 殿 を 煽った が、 もう 弱った か、 

キ チキチ という 声 も 出ぬ。 だんだんに、 影が 薄くな つ 

たと 申す 事で ご 

九 

「その内に、 同じく 伸つ、 反つ、 背中 を 橋に、 草に 



外して、 フト 前途 を 見る、 と 何と、 一 軒 家の 門 を 離れ 

まんなか うしろ あおぞら 

た、 峠の 絶頂、 馬場の 真中、 背後へ 海の ような 蒼 空 を 

ついたて いおうせん いただき し よ 

取 廻して、 天涯に 衝立め いた 医 王 山の 巔 を 背負い、 

さ つ ひとはば ゆうもや あら 

颯と 一 幅、 障子 を 立てた 白い 夕靄から 半身 を顕 わして、 

にしき たしか おんな 

錦の 帯 は 確に 見た。 …… 婦人が 一人 …… 御殿女中の 

風 をして、 」 

—— 顔を合わせた。 —— 

「御殿女中の 9 …… 」 

と 三 造 は 聞 返す。 

「お聞きな され、 その 若衆の 話で ござって —— ト見 

ると、 唇が キラ キラと 玉虫色、 …… それが、 ぼつち り 



燃える ように 紅くな つたが、 莞爾 したげ な。 

若衆 は、 一 支え もせず、 腰 を 抜いた が、 手 を 支く 間 

あおの ひ つ 

もない、 仰向けに 引く りかえ る。 独りでに 手足が 動く、 

ばた ばた はじまる。 はッ ぁァ、 鼬の 形と 同一 じ や。 と 

すく てまり 

胸 を 突く ほど、 足が 窘む、 手が 縮まる、 五体 を 手毬に 

かがられる …… 六 万 四千の 毛穴から 血が 颯と 霧に な つ 

くだん うなじ 

て、 件の その 紅い 唇 を 染める らしい。 草に 頸 を 擦 着 

け 擦 着け、 

(お助け 下さい、 お助け！) …… 

ず あとず さ 

と 頭で 尺 取って、 じりじりと 後退り、 どうやら 

し ゆる 

ちっと、 緊め つけられた 手足の 筋の 弛んだ 処で、 馬場 



あたま の 

の 外れへ 俵 転がし、 むつく りこと 天窓へ 星 を 載せて、 

やまばな つった くら あた リ 

山 端へ 突立つ、 と 目が 眩んだ か、 日が 暮れた か、 四辺 

は 暗くな つ て 何も 見えぬ。 

ちと 

で、 見返り もせず、 逆落し、 旧の 坂 を ど ど ど ッと駆 

下りる —— いやもう 途中、 追々 ものの 色が 分る につけ 

やま いばら あら いき つ 

山 茨の 白 いのも 女の 顔に 顕われて、 呼吸 も 吐け ずに 

遁 げた、 と 申す。 

うち 

若衆 は 話の 中 も、 わな わなと 歯の根が 合わぬ。 

いきち 

(生血 を 吸われた、 お 先達、 ほう、 腕が 冷い、 氷の よ 

うじ や。) 

と 引 被せて やりました 夜具の 襟から 手 を 出して、 



模様で も 着て ござった か、 年紀 ごろ は、 顔 立 は、 髪 は、 

島 田と やら か、 それとも 片 はずしと いうよう な ことか 

と、 委しく 聞いて みたで ございま すが、 当人 その 辺 は 

みさか い 

まるで 見境が ^ ざいません。 

あ お 

何でも 御殿女中 は 御殿女中で、 薄ら 蒼い にど こか 黄 

きもの 

味が かった 処の ある 衣 物で、 美し ゆう 底光りが したと 

申す。 これ はな、 蟇の 色が 目に 映って、 それが 幻に 出 

たらしい。 

うわさ 

して 見る と、 風説 を 聞いて、 風説の 通り、 御殿女中、 

と 心得た ので、 その実 確に どんな 姿 だか 分り ませぬ。 

これ .VJ 1 こ ぉぢ ぎょう 

さあ、 是 沙汰 は 大業 で、 …… 



(朝疾 う 起きて 空 見れば、 

じょうろう 

口紅つ けた 上 藤が、) 

こども なが つばた がわ こ 

と 村の 小児 は 峠を視 める。 津幡川 を 漕ぐ 船頭 は、 

- J うが い 

( 笄 さした 黒髪が、 空から 水に 映る) と 申す、 —— 峠 

おんな ゆぎ よう 

の 婦人 は、 里 も 村 も、 ちらちらと 遊行な さるる …… 」 

十 

「その 替り 村里から、 この 山へ 登る もの は、 ばったり 

絶えた でありまして なご 

「それで、」 



聞 惚れて いた 三 造 は、 ここで はじめて 口を入れ たが、 

「貴下が、 探険 —— 山開き をなさい ましたんで すね ご 

ふところ のぞ 

先達 は 額に 手 を 当て、 膨れた 懐中 を 伏目に 視 いて、 

ぎょうり き 

「御意で、 恐縮 をいた します …… さような 行 力が あ 

ります かい。 はッ はッ、 もっとも 足 は 達者で、 御覧の 

ひよりげた たてやま 

通り 日和下駄 じ や、 ここら は 先達め きました な。 立山 

御嶽、 修行に ならば 這摺 つても 登ります が、 秘密の 山 

を 人助けに 開こう などと はも つ ての 外の 事で ござる。 

また 早い話が、 この 峠を越さ ねばと 申して、 多勢の 

ものが 難渋 をす るで もな し、 で、 聞いた ままのお 茶話 _ 

秋に でもな つて、 朝 ぼらけ の 山の端に、 ふと 朝顔で も 



だが、 それでも 素面の ようで はない。 一 人前、 顔 だけ 

しょ ある はかど 

背負って 歩行く 工合で、 何となく、 坂 路が涉 取り ませ 

ん。 

ば /< ばか か ず 

馬場へ 懸 ると、 早 や 日脚が 摺 つて、 一面に 蔭った 上、 

きれい 

草 も 手入らずに 生え 揃う と、 綺麗に 敷く で ござり まし 

ききょう 

てな、 成程、 早 咲の 桔梗が、 ちら ほら。 はは あ、 そこ 

うもれ すすき 

らが埋 井戸 か …… 薄が ざわざわと 波 を 打つ。 また そ 

の 風の 冷た さが、 颯と 魂 を 濯うよう な 爽快いだ もので 

はなく、 気のせい か、 ぞくぞくと 身に 染みます。 

しん たんでん おち 

おのれ、 と 心 をまず 丹田に 落つ けたの が、 気ば かり 

はいまわ 

で、 炎天の 草い きれ、 今 鎮まろう として、 這 廻る のが、 



うね 

むらむらと 鼠色に 畝って 染める ので、 変に 幻の 山 を 踏 

む —— 下駄の 歯が ふわ ふわと 浮上る。 

めんかぶ 

さあ、 こうなる と、 長し 短し、 面 被りで ござる に 因つ 

がん あかる つら まつ くら のぞ 

て、 眼 は 明 いが、 面 は 真暗、 とんと 夢の 中に 節穴 を視 

あんばい 

く まず 塩梅。 

つ まず うつむ 

それ、 躓くまい、 見当 を 狂わすな と、 俯向き ざまに 

面 を ぱくぱく、 鼻の 穴で 撓 める 様子が、 クン、 クンと 

嗅いで、 

(や あ 人 臭い ぞ。) 

ほざ や ふるまい 

と 吐きそう な。 これが さ、 峠に ただ 一 人で 遣る 挙動 

じ や、 我ながら 攫われて 魔道 を 一 人 旅の 異変な 体。」 



十 一 

「ごもつ ともです ね ご 

つま 

ちと これが 不意だった か、 先達 は、 はたと 詰って、 

くすぐつ かんしょく 

櫟 たい 顔色で、 

「痛 入ります、 いやしくも 行者の 身と して …… そのし 

だら で、」 

境 は 心 着いて、 気の毒 そうに、 

「いいえ、 いいえ ご 

てまえ おっしゃ 

「何、 私 も その 気で 仰 有った と は 存じ ませぬ がな、 

,^■6 、ソ ぃノ ,V.D ぃノ 



「おお！」 

「得 も 言われぬ： 一! い 句： がしました。 はてな、 あの 一 

のぞ 

軒 家の 戸口 を視 くと、 ちらりと 見えた —— や、 その 

あでやか 

艷麗な ことと 申す もの は。 —— 

ひさし つ 

時なら ぬ 月が 廂 から 衝と出 たように、 ぱっと 目に 

映る というと、 手 も 足 も 突張りました。 

必ず、 どんな 姿で、 どんな 顔 立 じ や なぞと お尋ね 御 

きもの 

無用。 まだまだ 若衆の 方が 間違いに もいた せ、 衣服の 

色 合 だけ も 覚えて 来たの が 目つ けもの じ や。 いやはや、 

てまえ さつ 

私 の 方 はた だ 颯と 白い ものが 一 軒 家の 戸口に 立った 

と 申す までで —— 衣服が 花やら、 体が 雪 やら、 さよう 



ま つ くら さんぽう 

な 事 は 真暗 三宝、 しかも 家の 内の 暗い 処へ立 たれた 

工合が、 牛 か、 熊に でも 乗られた ようで な、 背が高い。 

(鬼 じ や、) 

てまえ 

と、 私 一 つ 大声 を 上げました。 

(鬼 じ や、 鬼 じ や。) 

と、 こうぬ つと 腕 を 突 張った。 金剛杖 を棄 置いて、 

すわ どう おどりあが 

腰の 据らぬ 高足 を樘と 踏んで、 躍 上る ように その 前 

おかし さ き によしょう 

を 通った、 が、 可 笑い事に は、 対 方が 女性 じ やに 因つ 

なの リ いんぎん 

て、 いつの 間に か、 自分 ともなく、 名告 が慇憝 になり 

ましてな。 …… 

(鬼で ござる。) 



ものずき すまい 

あ の 峠 茶屋 の 買主 の、 どこの か 好事な 御令嬢が 住居 い 

たさる るで も理は 聞え る。 よしや 事 あるに もせい、 い 

ざと 云う 時に 遁 出しましても 可 さそうな もの じ や つた 

こ 

あなた かか 

…… と 申す が やはり、 貴 辺に お 目に 掛り ましてから 

の 分別で。 ぱっと 美しい もので 目が 眩み ました 途端に 

は、 ただ 我 を 忘れて、 

(鬼 じ や。) 

と 拳 を 握りました。 

てまえ 

これ だけで は、 よう 御 合点 はなります まいで、 私の 

あでやか 

その 驚き 方と 申す もの は、 変った 処に 艷麗な 女中の 姿 



「ええ、 鍵屋 なら、 お上りになります かな ご 

「別に、 鍵屋 ならばと いうの じゃありません が。 これ 

から 越します ご 

わかれ つむり 

と 云って、 別離の 会釈に 頭 を 下げた が、 そこに 根 を 

ib\ わきめ -V 

生して、 傍目 も 触らず、 黙って いる 先達に、 気 を 引か 

れ ずに は 済まなかった。 

「悪 いんです か、 参って は ご 

山伏 は 押 眠った 目 を 瞬いて 開けた。 三 造 を 右 瞻左瞻 

て、 

はや おしの ぼ 

「お待ち 下さい。 血気に 逸り、 我慢に 推 上ろうと なさ 

ききい てまえ 

る 御仁なら、 ぉ肯 入れの な いまでも、 お留め 申す が 私 



こんじき すみ.？； はる 

金色の 董の野 を、 天上 遥かに 仰いだ 風情。 

せいざん ひ は ぼつ してとう ざん くらし せんぷう うま を ふきう まく も を ふむ 

西 山 日没 東 山昏。 旋風 吹 馬馬蹈 雲。 —— 

低声に 唱 いかけて、 耳を澄ま すと、 鐸の音 は 梢 を 

揺って、 薄暗い 谷に 沈む。 

十三 

じょ ふさけ を そそぐ くもく うにみ つ ぎょくろたん かにお いとうとう 

女巫澆 酒雲満 空。 玉炉 炭火 香 鼕鼕。 

か いしんさん きざち ゆうにき たる しせん しっそつ せんぷうになる 

海神 山 鬼 来 座中。 紙 銭※ 窣鳴※ 風 〔# 「穴かん む 

リ\ 悉」、 387-S 〔# 「風に よう + 旋 のつ くり」、 387-1S 

そうし ぼくちよ うきん ぶらん 

相思 木帖金 舞鸞。 



さんが い つ そう また いったん 

攢蛾 一※ 重 一 弾 〔# 「ロ + 睫の つくり」、 387-18〕。 

ほし をよ ぴ おに をめ し は いばん を きんす さんみく らうと きひと しんかんす 

呼 星 召鬼歆 杯盤。 山 魅 食 時人 森 寒。 

境の 足 は猿ケ 馬場に 掛 つた。 今や 影 一 つ、 山の端に 

立つ ので ある。 

しゅうなん のにつ しょく わんに ひくし かみやと こしな えに うむの あいだに ぁリ 

終 南 日 色 低 平 湾。 神 兮長有 有無 間。 

越の 海 は、 雲の 模様に 隠れながら、 青い 糸の 縫目 を 

ほっこく たそがれ 

見せて、 北国の 山々 は、 皆 黄昏の 袖 を 連ねた。 

「神兮 長に 有無の 間に あり ご 

まなこ かつ 

胸 を 見る と、 背中まで 抜けそう な 眼が 潤と、 鬼の 面 

が 馬場 を 睨んで、 ここに も 一 人 神が \ィ む、 三 造 は身自 

たど おもい 

から 魔界 を迪る 思 が ある。 



J るみち 

峠の この 故 道 は、 聞いた よりも 草が 伸びて、 古沼の 

あ レ ^^7U 

干た、 蘆の 茂 かと 疑う ばか リ、 黄に も 紫に も 咲 交じ つ 

た 花 もない、 —— それ は夕暮 のせい もあろう。 が 第一 

めじるし もや かか 

に 心 懸けた、 目標の 一 軒 家 は 靄 も掛ら ぬのに 屋根 も 分 

らぬ。 

ふみまよ 

場所が 違つ たかとも 怪しんだ、 けれども、 蹈 迷う 路 

続きで はない。 でい よいよ 進む としたが、 ざわざわ 分 

入らねば ならぬ 雑草に 遮られて、 いざ、 と言う 前、 し 

ばらく を 猶予うて 立つ と、 風が 誘って、 時々 さらさら 

さらさらと、 そこらの 鳴る のが、 虫の 声の 交らぬ だけ、 

余計に 響く。 …… 



十四 

かたわら すすき なび 

その内に …… 婆の 手の 傍 から 薄が 靡いて、 穂の 

ような 手が 動いた。 密と 招いて、 胸 を 開く と、 片袖を 

搔，^ みながら、 腕 を しなやかに、 その 裾の あた リを教 

えた。 

そこへ 下りて 来よ、 と 三 造に 云う ので ある 

あきら うる わ 

意味 は 明かに、 しかも 優しく、 美しく 通じた が、 

待て、 なぜ 下へ 降りよ、 と 諭す？ 

峠を越すな、 進んで はならぬ、 と言う か。 自分 我に 



しか 云う ものが、 婦人の 身で どうして 来た、 …… さて 

少 

降りたら ば 1 ^とする？ ずんずん 行けば 何とす る？ 

すべて かかる 事に 手間隙 取って、 とこうす るの が 魔 

が 魅す ので ある。 —— 構わず 行こう。 

「何 だ ご 

たにま おおりん 

谿 間の 百合の 大輪が ほのめく を、 心 は 残る が 見棄て 

くびす む ぐら 

る 気構え。 踵 を 廻らし、 猛然と 飛 入る がごと く、 萚 

の 中に 躍 込んだ。 ざ、 ざ、 ざらざらと 雲が 乱れる。 

山路に 草 を 分ける 心 持 は、 水練 を 得た ものが 千尋の 

淵の 底 を 探る にも 似て いよう。 どっと 滝 を 浴びた よう 

に 感じながら、 ほとんど 盲 蛇で まっしぐらに 突いて 



また さつく りと、 見覚えた 岩 も 見 ゆる。 一本の 柿、 三 

おいき 

本の 栗、 老樹の 桃 も あちこちに、 夕暮を 涼みながら、 

たたず 

我を迎 うる 風情に \ィ む。 

と 見れば 鍵屋 は、 礎 が 動いた か、 四辺の 地勢が 

むきだ 

露出し になった ため か、 向う 上りに、 ず ずん と 傾き、 

そラ おごそか 

大船 を 取って 一 艘 頂に 据えた る ごとく、 厳 にかつ 寂 

かたび さし は みよし 

しく、 片廂 をぐ いと、 山の端から 空へ 離して、 舳の 

立った 形して、 立山の 波 を 漕がん とす。 

境 は 可 懐げ に 進み 寄 つ た。 

「や！」 

かどぐち 

その 門口に、 美しい 清水が 流る る。 いや、 水の よう 



と 思う と、 五体 を 取って 緊附 けられる 心地が した。 

十五 

さいわい うつむ 

けれども、 まだ 幸 に 俯向けに 投 出されぬ。 

「触らぬ 神に 祟な し …… 」 

ことわざ 

非常な 場合に、 極めて 普通な 諺 が、 記憶から 出て 

諭す。 諭されて、 直ぐに 蹈 出して 去ろうと したが …… 

病難、 危難、 もしゃ II とすれば、 このまま 見棄 つべ 

き 次第で ない。 

うしろがみ 

境 は 後 髪 を 取って 引かれた。 



こうもり つ 

洋傘 を 支いて、 おずおず その 胸に 掛けた 異形の 彫刻 

な 力 力す 

物 を また 視 めた。 —— 今し がた、 ちぎれ 雲の 草 を 掠め 

よぎ 

て 飛んだ ごとく、 山伏に て 候 ものの、 ここ を 過った 事 

は 確 である。 

確で、 しかも その 顔に は、 この 鬼の 面 を 被って いた。 

II 時に、 門口へ 露われ た 婦人の 姿 を 鼻の 穴から 視ぃ 

たと 云う ぞ。 待てよ、 緦張 際の 坂道で は、 かく ある 我 

すくな 

も、 ために 尠からず 驚かされた。 

す ま あかし 

おお、 それ だと、 たとい 須 磨に 居ても、 明 石に 居て 

も、 姫 御前 は 目 を まわそう。 

三 造 は 心 着いて、 夕 露の 玉 を 鏤めた 女の 寝姿に 引 



返した。 

「鬼 じ や ご 

ことば おび や 

試みに 山伏の 言 を 繰返して、 まさしく、 怯 かされ 

たに 相違ない と 思った。 

「鬼 じ や。 …… 」 

と 一 足 出て また 眩 いたが、 フト 今度 は、 反対に、 人 

いまし なか 

を警 むる 山伏の 声に 聞え た。 勿れ、 彼 は 鬼な り、 我に 

与えし 予 一一 一一 n にあらず や。 

境 は 再び 逡 巡した。 

じつ みつ きぬ 

が、 凝と 瞻 めて 立つ と、 衣の 模様の 白い 花、 撫子の 

おも 力げ -7 しかく はだ 

俤も、 一目の 時より 際立って、 伏 隠れた 膚の 色の、 



おぐ さ から 

小 草に 搦んで 乱れた 有様。 

きぬ な な 

手に 触る と、 よし 蛇の 衣と も 変ら ば 化れ、 熱い と 云つ 

て も 月 は 抱く。 

ひさし ばんじゃく 

三 造 は 重い 廂の 下に 入って、 背に 盤石 を 負いな が 

おんな しゃが 

ら、 やっと 婦の肩 際に 蹲んだ ので ある。 

そ のぞ うつむ 

耳許 はずれに 密と靦 く。 俯向けの その 顔 斜め なれば、 

鼻 かと 思う のがす つと ある、 ト手を 翳し もしなかった 

が、 鬢の 毛が、 霞の ように、 何となく、 差 寄せた 我が 

かすか い き 

眉へ 触る の は、 幽に 呼吸が ありそう である。 

じよ-つさん 

「令嬢 ご 

こごえ つま さま 

とちよ つと 低声に 呼んだ —— 爪 はずれ、 帯の 状、 肩 



やまが 

の 様子、 山家の 人で ない ばかり か、 髪の かざりの 当世 

さ、 鬢の香 さえ も 新しい。 

「嬢さん、 嬢さん —— 」 

と やや 心 易げ に 呼 活けな が ら 、 

「どうな すつ たんです かご 

はなびら ひと 

とその 肩に 手 を 置いた が、 花弁に 触る に 斉しい。 

あた リ まっくら 

三 造 は 四辺 を 見て、 っッと 立って、 門口から、 真暗 

な 家の 内へ、 

「御免 ご 

「まう I 

こだま 

と 響いた ので、 は つ と 思う と、 うう と 鳴つ て 砑 と 知 



さまたげ せきご ころ 

内に、 追って 来て 妨 しょう。 早く 助けず ば、 と 急 心 

に赫 となって、 戦く 膝 を 支いて、 ぐい、 と 手 を 懸ける、 

かいな わき あけ すべ 

とぐ つたり した 腕が 柔 かに 動いて、 脇 明をヒ つた 

てさキ J 

手 尖が 胸へ かかった 処を、 ず ッと膝 を 入れて 横抱きに 

抱き上げ ると、 仰向けに 綿 を 載せた、 胸が ふつく リと 

咽喉が 白い。 力 チリと 音して、 櫛が 鬼の 面に 触った の 

で …… 慌てて、 かなぐり 取って、 見当 も附 けず、 どん、 

うしろ ほう 

と 背後へ 投 つた。 

「山伏め、 问を 言う！」 



さき おんな おとこ 

「いや、 もう、 先方が 婦人に もいた せ、 男子に もいた 

せ、 人間で さえ ありま すれば、 手前 は 正 の もの 鬼で ご 

ざる。 —— 狼 が 法衣より 始末が 悪い。 世間で は 人の 

皮 着た 畜生と 申す が、 鬼の 面 を 被った 山伏 は、 さて 早 

や 申 訳がない ご 

御堂の 屋根 を蔽ぃ 包んだ、 杉の 樹立の、 廂を 籠め た 

影が 射す、 炉の灰 も 薄 蒼う、 茶 を 煮る 火の 色の※ 〔# 

まこ リ 

「火 + 發」、 396-2 と 冴えて、 埃 は 見えぬ が、 休息所の 

こしば かま かしこま 

古 畳。 まちな し 黒木 綿の 腰 袴で、 畏 つた 膝に、 両の 

腕の 毛 だらけな の を、 ぬい、 と 突いた、 賤 しからざる 



そうがみ しかみ 

先達が 総髪の 人品 は、 山 一 つ あなたへ 獅嚙を 被って 参 

リ しに は、 ちと 分別が 見え 過ぎる。 

I 怪しから ぬ 山伏め、 と 貴 辺が お思いな された で 好 都 

合。 その 御 婦人が 手前の 異形に 驚いて、 恍惚と なられ 

る。 貴 辺 は 貴 辺で、 手前の 野 譫言 を 真実と 思 召し、 そ 

リゃ こそ 鬼よ、 触らぬ 神に 祟りな しの 御 思案で、 また 

またお 見棄 てに なった とします る、 御 婦人が それなり 

ごろう ひとごろし 

で 御覧 じろ、 手前 は 立派な 人 殺で ございます。 何も、 

げし 人に 立派 は 要らぬが、 承りました だけで も、 冷汗 

になり ますで。 

いや、 それにつ けても、」 



と 山伏の 肩が 聳え、 

てまえ 

「物事と 申す は、 よく 分別 をすべき であります。 私 

かるはずみ 

ども 身柄、 鬼神 を 信ぜぬ と 云う もい かがです が、 軽忽 

あたま あやし ひきがえる 

に 天窓から 怪 くして、 さる 御令嬢 を、 蟇 、 土 蜘蛛 

へ んげ しゅろ ぼうき 

の 変化 同然に 心得 ましたの は、 俗に それ …… 棕櫚 箒が 

まさ うろた の 

鬼、 にも 増った 狼狽え 方、 何とも 恥 入って 退けました。 

—— (山伏め、 何 を 吐す。) —— 結構で ござる とも。 

その 御 婦人 をお 救け なさって、 手前 もお 庇で 助か リま 

した。 

いかにも、 不意に 貴 辺に お出逢い 申した に 就いて、 

体の ゆ い 怪談 をいた し、 その実、 手前、 峠に おいて、 



黙つ ちゃ いられません から、 

(御免なさいよ。) 

と、 のつ けから 恐 入った。 —— その 場の 成行き だつ 

たんです な。 —— 」 

「いかにも、」 

と 先達 は、 膝に 両手 を 重ねながら、 目 を 据える まで 

聞 入る ので ある。 

「黙って います。 が、 こう、 水の 底へ 澄 切った という 

目 を 開いて、 じっと 膝 を 枕に、 腕に 後 毛 を 掛けた まま 

あおむ 

私 を 見詰める。 眉が 浮く ように 少し 仰向いた 形で、 … 

…抜け かかった 櫛 も 落さず、 動き もしません。 



黙つ ちゃ いられません から、 

(気がつい たんです か。 失礼 を、) 

わび ぐあい 

まだ 詫 をす る 工合の 悪さ。 でも、 やっぱり 黙って い 

ま ^9 

(気分 はどう なんです。 ここに 倒れて いなす つたんだ 

vr O ン 

力 ) 

これで 分ったろう、 放した まえ、 早く 擦 抜けようと、 

もじつ くの が、 婦の背 を 突いて 揺るよう だから、 慌 

てて また 窘まリ ましたよ。 どこ を 糸で 結んで 手足に 

なった か、 女の 身体が まるで 綿で …… 」 



十八 

「綿で …… 重い こと は 膝が 折れそう —— もっとも この 

重 いのは、 あの 昔話の、 怪 い 者が 負 さると 途中で 挫げ 

めかた 

る ほどに 目 貫が かかる つてい う、 そんなの じ やない。 

そり や 私に も 分って いました が、 …… 

ああ、 これ は なぜ 私が 介抱した か、 その 人 はどうし 

ていた か、 そんな 事なん ぞ 言って るんで はま だる ッこ 

ヽ o 

レ 

(失礼しました、 今 何です、 貴女の 胸に 蟻が 這って い 

たもんで すから、 ) 



す。 いや、 ならん のじ やない、 し 得な かったんです I 

I お 先達、」 

せ い いよど 

と 何 か 急き な が ら 言 淀 ん で 、 

じんめんそう かさ ようちょう 

「話に 聞いた 人面 瘡 —— その 瘡の 顔が 窈窕 としてい 

るので、 接吻 を …… 何です、 その 花の 唇 を 吸おうと し 

た 馬鹿 ものが あつたと お思いな さいご 

おももち 

と 云う と、 先達 は 落着いた 面色で、 

「人面 瘡、 はは あ、」 

ちかづき 

さも 知己の ような 言いぶ りで、 

「は あ、 人面 瘡、 成程、 その 面が 天人の ように 美しい。 

ふよう まな じり 

芙蓉の 眦 、 丹花の 唇 —— で ござった かな、 …… とい 



ひとつや 

段々 孤 家の 軒が 暗くな つて、 鉄板で 張った ような 

ひさし おつ ぷ 

廂が、 上から 圧伏せ るかと 思われます …… そのまま 

ゆ き えぎ え 

地獄の 底へ 落ちて 行く かと、 心 も 消々 となりながら、 

ふ によしょう 

ああ、 して 見る と、 坂 下で 手を掉 つた 気高い 女性 は、 

我らが ための 仏であった。 —— - 

この 難 を 知って、 留められた を、 推して 上った はま 

だし も、 ここに 魔物の 倒れた の を 見た 時、 これ を その 

犠牲な どと 言う 不心得。 

うつむ じつ ねむ まざ まざ 

と 俯向いて、 熟と 目を睡 ると …… 歴々 と、 坂 下に 居 

おんな うすもの えもん 

た その 婦 の 姿、 —— 羅 の 衣紋の 正しい、 水の 垂れ そ 

まるまげ めのまえ 

うな 円鬍 に、 櫛の てら てらと あるの が 目前へ。 



驚いた、 が、 消えません。 いつの 間に か 暮れ かかる、 

な なぎさ 

海の ffl ぎた ような 緑の 草の 上へ、 渚の 浪の すらすら 

もや つま 

と ある 靄 を、 爪 さきの 白う 見 ゆるまで、 浅く 踏んで、 

どうです、 ついそ こへ 来て、 それが 私の 目の前に 立つ 

てるじゃありません か。 私 を 救うた めか。 

と 思う と、 どうして、 これ も 敵方の 女将 軍 ご 

そうく つ 

「女将 軍？ ええ、 山賊の 巣窟 かな ご 

と 山伏 はきよ とんと する。 

十九 



とかえ つてたず ねる。 

「それ は 峠まで は 来ませんでした。 風呂敷 包みが あつ 

たので、 途中 見 懸けた の を、 頼んで、 そこまで 持た し 

みちばた 

て 来たの だそう で。 ：•：• やっぱり その 婆さん は、 路傍 

に 二人で 立って いた 一人ら しく 思われます。 その 居た 

処は、 貴下に お 目に かかりました、 あの 緦張 をした 処、 

…：- J 

「さよう。」 

ふもと 

「あすこより は、 ずっと 麓の 方です ご 

「すると、 その どちら か は 分りません が、 貴 辺に 分れ 

て 下山の 途中で、 婆さん 一 人に だけ は 逢いました。 成 



と 澄ました 風で 居る。 

まきえ 

「風呂敷の 中 は、 綺麗な 蒔絵の 重箱でした よご 

じゅうもつ 

「どこの か、 什物、」 

「いいえ、 その 婦人の 台所の ご 

「はてな、」 

あゆ すし 

「中に 入った の は 鮎の 鯧 でした ご 

「鮎の 鮑と は、」 

しょうが わ 

「 荘河 の 名産です つて、」 

あぜん 

先達 は啞 然として、 

「どうもな らん。 こり や 眉毛に * じ や。 貴 辺 も 一 ッ穴 

むじな ばけもの にんめんそう 

の 絡で はない か。 怪物 かと 思えば 美人で、 人面 瘡で 



話 もお 話 だが、 御 相談なん ですから、 よくお 考えな すつ 

て 下さい。 

まるまげ 

I— その 円鬍 の、 盛装した、 貴婦人と いう 姿の が、 

さあ、 私たちの 前へ 立った でしよう。 —— 

膝 を 枕に したの が、 倒れながら、 それ を 見た …… と 

思って 下さい。 

手 を 放す と、 そのまま、 半分 背 を 起した。 —— 両膝 

ほつ そ うちわ かが 

を 細りと 内 端に 屈めながら、 忘れたら しく 投げて た 

すそ かいこ 

裾 を、 すっと 搔 込んで、 草へ 横 坐りに なると、 今まで 

いきいき すず し 

の 様子と は、 がらり と 変って、 活々 した、 清い 調子で、 

(姉さん、 この 方 を 留めて 下さい、 帰しち や 厭よ。) 



+6 や 

と言うが 疾 いか、 すっと、 戸口の 土間へ、 青い 影が 

ちらちらして、 奥深く 消え 込んだ。 

私 は 呆気に 取られた。 

しま 

すると、 姉さんと 言われた、 その 貴婦人が、 緊 つた 

くちもと 

口許で、 黙って、 ただち よいと 会釈 をす る、 ：：： これ 

が 貴下、 その 意味 は 分らぬ けれども、 峠の 方へ 行くな、 

と 言って 手で 教えた 婦人でしょう。 

何にも 言わない だけな お 気がさす。 

(ええ、 実は …… ) 

さっき しゃべ うたがい 

と 前 刻からの 様子 を 饒舌って、 ついでに 疑 を 解 こ 

うとした が、 不可ません。 



(ああ、) 

のぞ 

それ 視 くまで もな く、 立った ままで、 …… 今 暗が リ 

あと すか 

へ 入った、 も 一人の 後 を 軒下に こう 透しながら、 

(しばらく どうぞ。 ) 

すすき はら くぐ ひつ さ 

坂 を 上 つ て、 ァノ 薄 原 を 潜る のに、 見得 もな く引提 

うすもの 

げ ていた、 —— 重箱の —— その 紫 包 を 白い 手で、 羅 

の 袖へ 抱え 直して、 片手 を 半開きの 扉へ かける、 と 厳 

重に 出来た の、 何の。 大巌の 一 枚 戸の ような 奴が また 

す バ は ず 

恐し くヒ りが 良くって、 発奮み かかって、 がらん、 か 

こだま 

ら から 山鳴り 震動、 力 ー ンと砑 を 返 すんで す。 ぎよつ 

としました。 



その 時です。 

ヽ， け 

(どこ へ もい らしつ ちゃ 不可ません よ。) 

と 振 返り ざまに 莞爾、 美しいだ けに その 凄 さと 云つ 

つま かえ 

たら。 高い 敷居に 棲も飜 さず、 裾が 浮いて、 これ もす 

るりと、 あと は 御存じの、 あの 奥深い、 裏口まで 行 抜 

ひとすじ かどな りかくが た まっくら 

けの、 一 条の 長い 土間が、 門 形 角 形に、 縦に 真暗な 穴 

で ご 

あた リ かまえ くだん 

と 言った、 この辺 家の 構 は、 件の 長い 土間に 添う 

ひとかわ かぎ 

て、 一 側に 座敷 を 並べ、 鍵の 手に 鍵屋の 店が 一昔 以前 

せんじん 

あった、 片側 はずら りと 板戸で、 外 は 直ちに 千 扨の 

倶利 伽羅 谷、 九十 九 谷の 一 ッに 臨んで、 雪の 備え 厳重 



一 ええ ええ W 

と 自分で 言う のが、 口へ 出ないで、 胸へば か リ込上 

ま 力 

げる —— その 胸 を 一 寸 ずつ 戸 擦れに 土間へ 向けて 斜違 

いに 糴出 すんで すがね、 どうして、 摑 まった 手 は、 段々 

堅く 板戸へ 喰 入る ばかりに なって、 挺で も 足が 動き ま 

せん。 

また ちらりと 招く。 

招かれても 入れない から、 そう やって 招く の を 見る 

ひっこ かど 

のが、 心苦しく なって 来たので、 顔 を 引 込まして、 門 

へ 身体 を 横 づけに、 腕 組 をして 棒立ち —— で、 熟と 目 

ねむ うつむ 

を睡っ て 俯向いて いました。 



この 化が、 稀代に 人間と いう もの は、 激しい 中に も、 

ふもと 

のんきな 事 を 思います。 同じ 何でも、 これが、 もし 麓 

ほおかぶり つぶて 

だと、 頰被 をして、 礫 を トンと 合図 をす る、 カタ 力 

しのびあし 

タと …… 忍 足 の 飛石 づ たいで 

(いらっしゃいな。) 

さき 

と 不意に 鼻の 前で 声が しました。 いや、 その、 もの 

越の 婀娜に 砕けた のよりか、 こっち は 腰 を 抜かない ば 

かり。 

(はッ あ。) 

と言う。 

(さあ、 どうぞ。) 



と 何にも 思わない 調子で したが、 板戸 を 劃 に、 横顔 

で、 こう 言う 時、 ぐっと 引 入れる ように その 瞳が 動い 

たんです ご 

「これ は、 どちらの 御 婦人で、」 

と 先達 は、 湯 を 注し かけた 土瓶 を 置く。 

「それ を 見分ける ほど、 その 場合 落着いて はいられ ま 

せんでした。 

また つまず わき 

敷居 を 跨ぐ 時、 一 つ 躓いて、 とっぱぐ つた じき 傍に、 

婦人が 立って たので、 土間 は 広く つても 袖が 擦れて、 

(これ は。) 

と 云う と 



(お 危う ございます、 お気をつけ 下さい まし。) 

(どうも つ い 馴れません ので、 ) 

と 言いました がね、 考える と 変な 挨拶。 誰が こんな 

あるきな 

処を 歩行 馴れた 奴が あります か。 …… 外から 見える 縁 

側の 雨戸ら しいの は、 これなん でしよう、 ずッと 裏庭 

へ 出 抜ける まで、 心 積り 十八 九 枚、 …… さよう 二十 枚 

の 上 も ありました ろうか、 中 ほどが 一 ケ所、 開いて い 

ました。 —— そこから 土間が 広くなる、 左側が 縁で、 

おれまが 

座敷の 方へ 折 曲って、 続いて、 三ッ ばかり 横に 小 座敷 

おれまが リ 

が 並んで います。 心覚えが、 その 折 曲の 処 まで、 店 口 

から 掛けて、 以前、 上下の 草鞋 穿き が 休んだ 処で、 そ 



黙って 手を曳 いたではありません かご 

二十 二 

「対 手 は悠々 とした もので、 

ひど 

(蜘蛛の巣が 酷い ので ございま すよ。) 

あ る 

か 何 かで、 時々 歩行きながら、 扇子 …… らしい、 風 

は う あんばい 

を 切って ひらりと する のが、 怪しい 鳥の 羽搏っ 塩梅。 

これで 当り はっきました。 手を曳 いてる の は 貴婦人 

の 方ら しい、 わざわざ 扇 子 を 持参 で迎 いに 出ようと は 

思われません から。 



向う の、 離 座敷の 障子の桟が、 ぼんやりと 風の ない 

ともしび ゆ あさ ぢ う 

燈 火に 描かれる。 —— そこへ 行く 背戸 は、 浅茅生で、 

はら はらと 足の甲へ 露が 落ちた。 

(さあ、 こちらへ。) 

くつぬぎ かぶ さ 

ここで 手 を 離して、 沓 脱の 石に 熊笹の 生え 被った 

わき 

傍へ、 自分 を 開いて 教えました。 障子 は 両方へ 開けて 

こて まねき 

あった。 ここの 沓脱を 踏みながら、 小手 招 をした ので 

しょう。 

(上りましても 差支え は ございません か。) 

-， J に えき 

とその 期に 及んで、 まだ 煮 切らない 事 を 私が 言う と 

あるじ くつろ 

(主人が お 宿 をいた します。 お宅 同様、 どうぞお 寛 



ぎ 下さい まし。) 

のぞ しとね 

と 先へ 廻って、 こう 視き 込む ようにして 褥 を 直した。 

四畳半で、 腰 を 曲げて 乗 出す と、 縁 越に 手が 届 くんで 

すね。 

(ともかく 御免 を、 ) 

にじ つまさき さが わらじ 

高 縁へ 腰を蹂 つて、 爪 尖 下りに 草鞋の 足 を、 左の 膝 

もた めざと 

へ 凭せ掛け ると、 目敏く 貴婦人が 気 を 着けて、 

すす 

(ああ、 お濯ぎ 遊ばしましょう ね。) 

と 二 坪ば かりの 浅茅生 を斜に 切って、 土間 口 を こつ 

ちから、 

(お 綾さん —— ) 



と 呼びます。 

(ああ、 もしもし。) 

私 は 草鞋 を 解きながら、 

(乾いた 道で、 この 足袋が ございます。 よく 払けば、 

何、 汚れ はしません。 お 手数 は 恐れ入ります、 どうぞ 

御 無用に …… しかしお 座敷へ 上ります のに、) 

と 心 着く と、 無雑 作で、 

おんな じ 

(いいえ、 もう 御覧の 通り、 土間 も 同一 でございます 

もの、 そんな 事 なぞ、 ちっとも お厭いに は 及びません 

の。) 

と 云い かけて 莞爾 して、 



(まあ、 土間 も 同一 だって、 お 綾さん が 聞いたら 何 ぼ 

すま い 

でも 怒る でしよう。 …… 人様のお 住居 を、 失礼な。 こ 

れ でもね、 大事な お客様に、 と 云って 自分の 部屋 を 明 

渡したん でございますよ。) 

はなれ すまい 

いかにも、 この 別亭が 住居ら しい。 どこ を 見ても 空 

屋 同然な 中に、 ここば かり は 障子に も 破れが 見えず、 

門口に 居た 時 も、 戸 を 繰り 開ける 音 も 響かなかった。 

そこで、 ちと 低声に なって、 

(貴女 は …… 此 家の …… ではお あんなさい ません ので 

す 力 ) 

(は、 私 もお 客です よ。 —— 不行届きで ございま すか 



あいやど 

ら、 事に 因ります と、 お 合宿 を 願う かも 知れません、 

御迷惑で ござんしょう ね。) 

あお おんなお うぎ くちもと 

とちよ いと 煽いだ、 女 扇子に 口許 を 隠した もので 

すご 

「成程、 どうも ご 

山伏 は髯 だらけな 頰を 撫でる。 

「私 は、 黙って 懐中 を 探しました。 さあ、 慌てた の は、 

てぬぐい がまぐち みんな 

手拭、 蝦蟇口、 皆無い。 さまでと も 思わなかった に、 

てんどう かど 

余程 顚 動したら しい。 門へ 振 落して 来たでしょう。 事 

ここに 及んで、 旅費な ど を 論ずる 場合 か、 それ は 覚悟 

しました が、 差 当り 困った の は、 お 約束の 足 を 払く… 



こな がれ 

た 小 流ら しい。 

(これで、 貴下、) 

と 渡す 筧が そこに あるので あったら、 手数 は 

掛けないでも 洗った もの を、 と 思いながら 思った よう 

だん ま やわらか 

に 口へ は 出ないで、 黙りで、 恐 入つ たんです が、 柔 

く 絹が 搦ん で、 水色に 足の 透いた 処は、 玉 を 踏んで 洗 

うようで。 

(さあ、 お寄越しなさい まし。) 

と美し い 濡れた 手 を 出す。 

f そ 

(ちょ いと 濯ぎましょう。 ) 

遮る と、 叱る ように、 



(何です ね、 跣 足で お出な すって は、 また 汚れる では 

ありま せんか。) 

で 恐縮な の は、 そのままで 手 を 拭いて、 

まろ ハンケ チ 

(後で 洗います よ。) と 丸げ て 落した。 手 巾 は 草の 中。 

やまおとこ 

何の、 後で 洗う までに は、 蛇が 来て 抱く か、 山 操が 

キッス みまわ 

接吻 をしょう、 とそ こいら を朐 しました が、 おっかな 

びっくり。 

(姉さん。) 

(ああ、) 

(ちょいと。 …… ) 

土間 口の 優しい声が、 貴婦人 を 暗がりへ 呼 込んだ。 



が、 二 ッ三ッ 何 か 言 交わす と、 両手に 白い もの を 載せ 

て 出た —— 浴衣でした。 

あさぎ 

余り 人間離れ がします から、 浅葱の 麻の 葉 絞りで 

きぬ ちぢみ しごき ひら ねまき 

絹 縮らしい 扱 帯 は、 平に あやまり ましたが、 寝 衣に 着 

換えろ、 と あるから、 思 切って 素 裸 にな つ て 引 掛けた 

ん です。 女 もので 袖が 長い —— 洗った ばか リ だからと 

えりもと 

は 言われた が、 どこか ヒ ヤヒヤと 頸 元から 身に 染む 

おし I.T- < こお ハ 

白粉の、 時め く 匂 で。 

いご ころ すわ ともし ぴ 

またぼう となって、 居 心が 据ら ず、 四畳半 を燈 火の 

まえうしろ よりかか におい 

前後、 障子に 凭懸 ると、 透 間から ふっと 蛇の 臭が 来 

そうで、 驚いて 摺 つて 出る。 壁 際に 附着けば、 上から 



なると、 愚に もっかぬ、 この 長い 袖の 底に は、 針の よ 

う を 褐色の 毛が うじゃうじゃ …… で、 背中から むず つ 

き はじめる。 

もっとも、 今 浴衣 を 持って来て、 

(私 もちよい と 失礼 をいた します よ。) 

おもや 

で、 貴婦人 は 母屋へ 入った —— 当分 離 座敷に 一 人の 

だんどり 

段 取で。 

その内に、 床の間へ 目が 着きます とね、 掛 地がない。 

掛地 なしで、 柱の 掛花活 に、 燈 火に は 黒く 見えた、 

お に あざ み け 

鬼 薊が 投 込んで ある。 怪しからん 好みでしょう、 … 

い わき くッっ 

…がそれ はま だ 可い。 傍の 袋戸棚と 板 床の 隅に 附着け 



山伏 ぐんな りして、 

「いやもう、 凡慮の 及ぶ 処で ござらん。 黙って 承リま 

しょう、 そこで？」 

「処 へ、 母屋から 跫 音が 響いて 来て、 浅茅生 を 颯々、 

くつぬぎ や もや 

沓 脚で、 力 タリと 留 むと、 所在 紛らし、 谷の 上の 靄 を 

なが うしろ きぬず 

視 めて 縁に 立った、 私の 直ぐ 背後で、 衣摺れが、 はら 

りと する。 

しわぶ き 

小さな 咳 して、 

(今に 月が 出ます と、 ちっと は 眺望になります よ。) 

のぞ 

と 声を掛けます。 はて 違う ぞ、 と 上から 視 くように 

うつむ 

振 向く。 下に 居て、 そこへ、 茶盆 を 直した 処、 俯向い 



あおが いず リ 

た 襟足が、 すっきりと、 髪の 濃い のに、 青貝 摺の 櫛が 

きら ぴん なで 

晃 めく、 鬢も撫 つけたら しいが、 まだ、 はら はらす る、 

き こど リ まわ よ 

帯 はお 太鼓に きちんと 極まった、 小 取 廻し の 姿の 好 さ。 

じ ま あかし せな 

よろ け 縞の 明 石 を 透いて、 肩から 背が ふつく りと 白 

おんな 

かった —— 若い 方の 婦人なん です。 

なじみ くら 

お 馴染の 貴婦人 だとば かり、 不意 を 喰って、 

(いらっしゃい。) 

こと 

と 調子 を 外ず して、 馬鹿な 言 を、 と 思った が、 仕方 

てれ かく いきおい たばこぼん 

なしに 笑いました。 で、 照 隠しに 勢 よく 煙草盆の 前 

へ 坐る …… 

( お 邪魔に 出 ま して ござ います。) 



莞爾 して 顔 を 上げた、 その ぱっちり したの を やや 細 

まぶた 

く、 瞼 を ほんのり さして、 片手つ いたな りに 顔 を 上げ 

た 美し さに は、 何にも かも 忘れました。 

(とんでもない。) 

つん ひいれ 

と 突の める ように 巻 煙草 を 火 入に 入れた が、 ト ツチ 

ていて 吸い つきますまい。 

(お 火が 消えました かしら。) 

とちよ つと 翳した、 火入れ は 欠けて 燻ぶった のに、 

じねん ぼく くりぬき はいふき 

自然 木 を 抉 抜の 煙草盆。 なかん ずく 灰 吹の 目覚し さは、 

がけ たけのこ へ リ ささら 

…… およそ 六 貫目 掛の 筍 ほどあって、 縁の 刻々 に 

なった 代物、 先代の 茶店が 戸棚の 隅に 置 忘れた ものら 



しい。 

しらお 

何の、 火 は 赤々 とあって、 白魚に 花が 散りそう でし 

た。 

けむ けむり 

やっと 煙の ような 煙 を 吸った が、 どうやら 吐 掛け 

そうで 恐縮で、 開けた 障子の 方へ 吹 出した もんです。 

ひとお ろし さ つ 

その 煙が ふっと 飛んで、 裏の 峰から 一 嵐 颯と 吹 込む。 

あか リ 

と 胸 をず らして、 燈を 片隅に 押し ましたが、 灯が 映 

るか、 目の ふちの 紅， 'は 薄らがぬ。 で、 すっと 吸うよ 

うに 肩 を 細めて、 

(おお、 涼しい。 お 月 様の 音です かね、 月の出に は颯 

といって きっと 峰から 吹きます よ。 あれ、 御覧なさい 



まし。) 

あか リ せな あおむ うつと リ 

と燈を 背に、 縁の 端へ 仰向いた 顔で 恍惚す る。 

かさ さぎ かか 

(栗の 林へ 鵲 の 橋が 懸り ました。 お 月 様 は あれ を 

渡って 出なさい ます。 いまに 峰 を 離れます とね、 谷の 

きらきら 

雲が 晃々 と、 銀の ような 波に なって、 兎の 飛ぶ のが 見 

えます よ。) 

せんきょう 

(ほとんど 仙境。) 

と 私 は 手 を 支いて 摺 つて 出ました。 

(まるで、 人間界 を 離れて いますね。) 

…… お 先達、 私の こう 言った の はどうで すご 

急に 問われて、 山伏 は、 



「はは あ、」 

と言う。 

二十 五 

おどろ さ な 

「驚駭 に 馴れて、 いくらか 度胸 も 出来た と 見え、 内々 

諷する 心 持 も あつたんで すね。 

て さ ば つ 

直ぐに は 答えないで、 手捌きよ く 茶 を 注いで、 

ひど 

(粗 いんです よ。) 

ゆのみ 

と言う、 自分の 湯 呑で、 いかにも 客の 分と いって は 

みょうが 

茶碗 一 つ 無い らしい。 いや、 粗い どころ か 冥加 至極。 



からくさ すか ビィ ドロ うつむ 

も 一 つ 唐草の 透し 模様の、 硝子の 水 呑が 俯向けに 出て 

いて、 

おひや よろ 

(お 暑 いんです から、 冷水が お 宜しい かも 知れません。 

ゥ 

それ だと 直き そこに 綺麗な のが 湧いて います けれども、 

からだ ひや 

こんな 時節に は 蛇が 来て 身体 を 冷す と 申します から。 

…… ) 

のみもの とけつ 

この 様子で は 飲料で 吐血 をし そうに も 思われな いか 

ら、 一息に 煽りました。 実は げっそりと 腹 も 空いて。 

それ を 見ながら 今の 続き を、 …… 

(ほんと に 心細 いんです わ。 もう、 おっしゃ います 通 

り、 こんな 山の 中で、 幾日も 何日 もない ようです が、 



確か、 あの 十三 四日の 月夜です のね、 里で は、 お盆で 

しょう。 そこいらの 谷の 底の 方に、 どうやら、 そ 

とうろう ゆうべ かすか 

れ らしい 燈 籠の 灯が、 昨夜 幽に 見えました わ …… ぼつ 

ちりょ。) 

と 蓮 葉に 云った が、 

(蛍く らいに。) 

うつむ 

そのままで、 わざとで もな く、 こう 崖へ かけて 俯向 

き 加減に、 雪の 手 を 翳した 時 は、 言う ばかりない 品が 

備わって、 気高い 程に 見えました。 

(どんなに、 可 懐し ゆう ござんした でしよう。) 

たちまち 悄れて 涙ぐむ ように、 口許が 引し まった。 



見る と 堪らなくな つ て、 

(そのかわり、 また、 里から 眺めて、 自然こう やって 

ともしび 

お 縁側で も 開いて いて、 フト この 燈 火が 見えましたら 

どんなに か 神々 しい、 天上の 御殿の ように 思われ ま 

しょう。) 

やます ま IU 

なぜ 山 住居 を せらる る、 と 聞く 間 もな しに 慰めたん 

です。 

あどけなく 頭 を 振って、 

こずえ さみ 

(いいえ、 何の、 どこか 松の梢に 消え残りました、 寂 

たかとう ろう 

しい 高燈 籠の ように 見えます よ。 里のお 墓に は、 お 隣 

ひとりき リ 

り もお 向う もあります けれど、 ここに は 私 唯一 人。) 



つまさき じつ 

小指 を 反らして、 爪 尖 を 凝と 見て、 

(ほんと に 貴下、 心細い。 蓮の 台に 乗った つて 

ひと リぽ つち さみ 

一 人 切で は 寂し いんです のに、 おまけに ここ は 地獄で 

す もの。) 

(地獄。) 

と 言って 聞 返しました がね、 分別 もな しに、 さて は 

と 思った。 それ、 貴下の 一件です ご 

「鬼の 面、 鬼の 面 ご 

と 山伏 は 頭を搔 く。 

「ところが 違います。 私 もてつ きり …… だろうと 思つ 

て、 



あなた だしぬけ 

(貴女、 唐突です が、 昼間 変な ものの 姿 を 見て、 それ 

いや いま 

で、 厭な、 そんな 忌 わしい 事 を おっしゃ るん じゃあ リ 

ません か、 きっとそう でしよう。) 

さ 

に 極めて かかって、 

ふもと 

(御 心配はありません。 あれ は、 麓の 山伏が …… ) 

ッて、 ここで 貴下の 話 をし ました。 

ついては、 ちっと 繕って、 まあ、 穏 かに、 里で 言う 

うわさ あからさま 

峠の 風説 —— 面と 向って いるんで すから、 そう 明白 

にも 言えませんで したが、 でも 峠を越す ものの 煩う ぐ 

らいの 事 は 言った。 で、 承った 通り、 現に この間 も、 

はちまき ひつく り 

これこれと、 向う 顱 巻の 豪傑が 引 転 かえ つ た なぞ は、 



対 手の 急所 だ、 と 思って、 饒舌った に は 饒舌り ました 

が、 …… 自若と している ご 

「自若と して、」 

ひきがえる いたち 

「それ は 実に 澄ました ものです。 蟇 が 出て 鼬の 

いきち ほほえ 

生血 を 吸った と 言っても、 微笑んで ばかりい る じゃあ 

りません か。 早く 安心が したく も あるし、 こっち は 

あせ 

急って、 

(なぜ また こんな 処 にお 一 人で。) 

と 思い切って 胸 を 据える と、 莞爾 して、 

やま ぁリ くッっ からだ 

(だって、 山 蟻の 附着いた 身体です もの。) 

と 肩 を ぶるぶると 震わして しっかりと 抱いた、 胸に 



夕顔の 花が また ほのめく。 …… ああ、 魂と いう もの は、 

あんな 色 か、 と婦に 玉の緒 を 取って 扱かれた ように、 

私が ふらふら とした 時、 

(貴下、 ) 

と 顔 を 上げて、 凝と また 見ました ご 

二十 六 

「色めいた 媚 かし さ、 弱々 と 優しく、 直ぐに 男の 腕へ 

入りそう に、 怪しい 翼を搔 窘めて 誘 込む といった 形。 

だきし 

情に 堪えないで、 そのまま 抱緊 めで もしょう ものなら、 



と 語り かけて、 なぜか 三 造 は 歎息した。 

つきの かま こなた 

山伏 は 茶盆 を 突 退けて、 釜の 此方へ 乗って 出て、 

け きょうび 

「自惚 でない。 承った、 その 様子、 怪しからん 嬌媚の 

体 じ や。 さような こと をいたい て、 少ぃ 方の 魂 を蕩か 

すわ 、< ；-ん ^^ん 」 

しき うなず 

と 頻りに 頷 きながら、 

あらわ 

「そこで その、 白い 乳房で も 露した で ござる か。」 

「いいえ ご 

みずおち うろこ 

「いずれ、 鳩尾に 鱗が 三枚 …… 」 

黙って 三 造 は 頭を掉 る。 



(ちと 美しい 唇に、 分けてお 遣ん なさい まし。 …… 殿 

方の 血 は、 殿方ば かりの ものじゃありません よ。) 

す こ じょうだん 

と 凄い ような 串戯 を、 これ は 貴婦人の 方が 言って。 

き わき 

—— 辞退した が肯 かないで、 床の間の 傍の 押入から、 

私の 床 を 出して 敷いた あと を、 一 人が 蚊帳 を、 一 人が 

よ のぶとん ろち りめん もすそ から けだ しづ ま 

絹の 四 布 蒲団 を、 明 石と 鋁 縮緬の 裳 に搦 めて、 蹴出 棲 

ときいろ しらはぎ かさな おもや 

の朱鷺 色、 水色、 はら はらと 白 脛 も 透いて 重 つて 正屋 

あと 

へ 隠れた、 その後の 事なん です がご 

二十 七 



えんきり 

(ええ、 縁 切 だ！) 

き お 

とちと 気勢って、 ャケ 気味に 床の間へ 投出 すと、 力 

チリと いう。 折れた か、 と 吃驚して、 拾い 直して、 密 

がまぐち ふくしゅう 

と 机に 乗せた 時、 いささか、 蝦 蟆 口の、 これで 復讎が 

おお、 - 

出来たら しく、 大に 男性の 意気 を 発して、 

(どうす る もの か！) 

ぐっと 潜つ て、 

(何でも 来い。) 

で 枕 を 外して、 犬の 字に なった、 …… は！ ^いが、 踏 

そろそろ 

伸ばした 脚 を、 直ぐに 意気地な く、 徐々 縮め 掛けた の 

ま 



ぎ や つ ！ 

ご いさぎ 

あれ は 五位 鷺 でしよう なご 

「ええ。」 

ほと とギ. J す な 

「それとも 時鳥 かも 知れません が、 ぎ やつ！ と啼 

きます 

ゆ 厭な 声で。 はじめ、 一声、 二 声 は、 横手の 崖に 

みちみ もや 

満充 ちた 靄の 底の 方に 響きました。 虚空へ 上って、 

ぎ や つ と啼く かと 思う と、 直ぐに またぎ や つ と 来る。 

ちょうど 谷底から、 一軒家 を、 環に 飛び 廻って いる 

ようです。 幾 羽 も 居 るん なら 居る で 可い が、 何だか、 

その 声が、 同じ 一 つ 鳥の らしい ので、 変に 心地が 悪い 



リと 胸へ 来ます。 

私 はむ つく リ起 直った。 

いおうに おい あお おおがま 

ああ、 硫黄の 臭 もせず、 蒼い 火 も 吹 出さず、 大 釜に 

湯玉の 散る の も 聞え はしない が、 こんな 山に は、 とも 

あびきょうかん めぐ 

すると 地獄 谷と いうの があって、 阿鼻叫喚が 風の 繞る 

わか さっき 

ごとくに 響く と 聞く …… さて は …… 少ぃ 女が 先刻 —— 

(ここ は 地獄です もの。) 

と 言った の も、 この 悪名 所 を 意味す るの か。 …… 

キヤ ッと 叫ぶ、 ヒィと 泣く、 それ、 貫かれた、 抉られ 

た …… ゥ、 ゥ、 ゥ— ンと、 引 入れられ そうに 呻吟く。 

たま 

とても 堪 らん。 



えん ぢか わきで しずく 

気のせいで、 浅茅生 を、 縁 近に 湧出る 水の 月の I 卞が 

点滴る か、 と 快く 聞え たのが、 どくどく 脈 を 切って、 

そこらへ 血が 流れて いそうに なった。 

さあ、 もう 本箱の 中ば かりじ やない、 縁の下で も 呻 

吟 けば、 天井で も 呻吟く。 縁側で も 呻 唸り 出す —— 

す ひゃく いっとき 

数百の 虫が 一 斉に離 座敷 を 引 包んだ ようでしょう、 … 

…これで、 ど さりと 音で もす ると、 天井から 血み どろ 

あわせめ 

の 片腕が 落ちる か、 ひしゃげ た 胴 腹が、 畳の 合 目から 

溢 出そう。 

幸い 前の 縁の 雨戸 一枚、 障子ば かり を 隔てに して、 

向う の 長 土間へ 通ず る処 —— その 一 方 だけ は ゆ 厭な 声 



がま だ 憑 着きません。 おお！ 事 ある 時 は、 それから 

に ひとすじ はか 

母屋へ 遁げ よ、 という、 一条の 活路な のか も 料ら れん。 



お 先達、」 

と 大息つ いて、 

いわれ 

「 …… こう 私が 考えた に は、 所説が あります。 …… そ 

さ つ き 

れは、 お 話 は 前後した が、 その 何の 時でした。 —— 先刻、 



(だって、 山 蟻の 附着いて る 身体です もの。) 

で、 しっかり 魂 を 抱 取られて、 私が ト ボンと した、 



と …… 申し ましたな。 そこへ、 

(お 綾さん、 これな のかい。) 

と 声を掛けて、 貴婦人が、 衝と 入って 来たので した。 

まきえ つつみ 

…… 片手に、 あの、 蒔絵 ものの 包 を 提げて、 片手に 

ちいさ ひとつ 

小な 盆 を 一個。 それに 台の スッと 細い、 浅くて ぱッ 

と 口の 開いた、 ひどく ハイカラな 硝子 盃を 伏せて、 

まみ どリ びん 

真 緑で 透 通る、 美しい 液体の 入った、 共 口の 壜が 添つ 

て、 —— 三分ぐ らい 上が 透いて いたので したつけ。 

(ああ、 それな の、 ギリ さま。) 

と少 いのが 言う と、 

(手の 着かな いのは 無い ようね。) 



と 緑の 露の 映る 手で、 ずッと 私の 前へ 直しました。 

酒なん です ね。 

(手が 着いた つて、 姉さん、 食べ かけで はない わ、 お 

酒です もの。) 

綺麗な 歯 を ちらりと 見せた もんです ね。 その 時、」 

二十 九 

「貴婦人 も莞爾 して、 

(ま、 そうね、 私 はちつ とも 頂かない もの だから。) 

(あら 人聞きが 悪い わ。 私ば かりお 酒 を 飲む ようで。) 



(だって それに 違いな いんです もの、 ほんと に 困った 

人 だ こと。) 

ちょいと 鎂 める ような 目 をした。 二人で 仲よ く 争 

いながら、 硝子 盃を 取って 指しました。 

(さあ、 お 一 つ 召 上れな、 お 綾さん の 食べ かけで はな 

いそうで すから …… しかしお 甘 いんで 不可ません か。) 

わか びん 

と 貴婦人が 言った 時 は、 もう 少ぃ 方が 壜を 持つ て 

あお さつ 

待って るんで しょう。 手首へ 掛けて 蒼い 酒に、 颯と 月 

影が 射したん です。 

毒虫 を 絞った 汁に もせよ、 人生れ て 男に して、 これ 

は 辞すべき でない。 



引 掛けて 受けました。 

薫と 酔が、 ほんのりと 五臓六腑へ 染 渡る。 ところ 

だいたん さかずき わか 

で 大胆に その 盃 を、 少ぃ 女に 返します とね、 半分ば 

かり 貴婦人に 注いで もらって、 袖 を 膝に 載せながら、 

少し 横向きに なって、 力 チリと 皓歯の 音が した、 目 を 

瞑って 飲ん だんです。 

(姉さん は。) 

(いいえ、 沢山、 私は卑 いような けれども、 どうも 大 

変にお 肚が 空いた よ。) 

さかな ぜん 

とお 肴 兼帯 —— 怪しげな 膳より は、 と 云って 紫の 

風呂敷 を 開いた 上へ、 蒔絵の 蓋 を 隙 かしてあった。 そ 



あゆ すし はし つま 

のお 持たせの 鮎の 鯧を、 銀の 振出しの 箸で 取って 撮ん 

だでしょう。 

(お茶 を 注して 来ましょう ね。) 

きゅうす くつぬぎ かたづ ま けおと 

と 吸 子 を 取って、 沓脱 を、 向う むきに 片棲を 蹴落し 

ながら、 美しい 眉 を 開いて、 

(二人で 置く は 心配ね。) 

か びん ずら そよ 

と 斜めにな つて 袖を嚙 むと、 鬢 の 戦ぎ に 連立って、 

たちと さき 

抉 の 尖が すっと 折れる。 

貴婦人が 畳に 手 を 支き、 

(ぉ盃 をした の は 貴女でしょう。) 

(ですから、 なおの 事。) 



く わ ます. hi 

と 言い 棄 てて 袂を啣 えた まま 蓮 葉に 出ました。 

私は懵 とな つ た。 

ひとつ さんばい よい 

が、 ここ だ、 と 一番、 三盃の 酔の 元気で、 拝借の、 

その、 女の 浴衣の、 袖 を 二三 度、 両方へ 引 張り 引 張り、 

ぐ つ と 膝 を 突 向けて、 

おくさん 

(夫人。) と 遣った —— 

いのち 

(生命に 別条はありませんでしょう な。) 

卑劣な こと を、 この場合、 あたかも 大言壮語 する ご 

とく 浴せ たんです。 

笑う か、 打つ か、 呆れる か、 と 思う と、 案外、 正面 

から 私を視 て、 



(ええ、 その 御 心配の ござん せんように、 工夫 をして 

いますんで す。) 

きっぱり 

と 判然 言う。 その 威儀が 正しくって、 月に 背けた 顔 

あお うすもの しま 

が 蒼く、 なぜか 目の色が 光る ようで、 羅 の 縞 もき り 

ひきしま ぞっと 

りと 堅く 引緊 つて、 くっきり 黒くな つたのに、 悚然す 

みぶるい さ 

ると、 身 震が して 酔が 醒めた。 

(ええ！) 

しばらくして、 私 は 両手 を 支かない ばかりに、 

(申 訳が ありません。) 

でもって 恐 入った は、 この 人 こそ、 坂 口で 手 を掉っ 

て、 戻れ、 と 留めて くれた それでしょう。 



(どうぞ、 無事に 帰宅の 出来ます ように、 御 心配 を 願 

います、 どうぞ。) 

かた つむ リ 

と 方な しに 頭 を 下げた。 

(さあ。) 

と 大事に 居直つ て、 

(それです から、 心配 をし ますんで すよ。 今の、 あの 

ぉ盃を 固めの 御 祝儀に 遊ばして、 もう どこへ も いらつ 

しゃらないで、 お 綾さん と 一所に、 ここにお 住い 下さ 

るなら、 ちっとも お障りはありません けれど、 それ は ■ 

貴下お 厭でしょう。) 

私 は 目ば かり 働いた。 



(です が、 あの 通り 美しい のに、 貴下に お 願が あると 

きもの 

云って、 衣 物 も 着換えて お 給仕に 出ました 心 は、 しお 

らしいで はありません か。 私が 貴下なら もう、 一 も 二 

もない けれど …… 山の 中 は 不可ません か、 お 可 厭ら し 

いのね え。) 

と 歎息 をされ たのに は、 私 もと 胸 を 吐きました。 … 

〜」 

三十 

「ちょいと 二人とも 言が 途絶えた。 



(です がね、 貴下、 無理に も 発 程て お帰り 遊ばそうと 

する の は それ はお 考え ものなん です よ。 …… ああ 

綾さん が 見えました。) 

いずま い 

と 居座 を 開いて、 庭 を 見ながら、 

(よく、 お考えなさい まし、 私 ども も、 何とか 心配 を 

いたします。) 

話 は 切れたん です、 少ぃ 人が、 いそいそ 入って 来 ま 

したから。 …… 

うつむ 

ところで、 俯向いて いた 顔 を 上げて、 それとなく 二 

力た き わ 力 

人 を 見較べ ると、 私に は 敵 らしい 少ぃ 人の 方が、 優し 

く 花やかで、 口 を 利かれても、 とろり となる。 味方ら 



さしむ か す こ 

しい 年上の 方が、 対向い になる と、 凄い ようで、 おの 

しま 

ずから 五体が 緊る、 が、 ここが、 ものの 甘 さと 苦さで、 

甘い 方が 毒 は 順当。 

まあ、 それまでで すが、 私の 身に 附 いて 心配 をし ま 

すと 云った のに、 私 ども 二人して、 と 確に 言った。 

かたき 

すると、 …… 二人とも 味方な のか、 それとも 敵な の 

ぼさつ 

か、 どれが 鬼で、 いずれが 菩薩 か、 ちっとも 分り ませ 

ん。 

分らず じまいに、 三人で 鯧を 食べた。 茶話に 山吹 も 

ともえ 

出れば、 巴 も 出る、 倶利 伽羅の 宫の 石段の 数から、 そ 

ごしき こいし ばしょう 

の 境内の 五色の 礫、 == 月 かなし == という 芭蕉の 



た、 羽の ひだ も 風 を 誘って、 今にも りんりんと 鳴 出し 

"- ま 

そうで、 余り 佳い から、 あつ、 と 賞め ると、 貴婦人が、 

つ いした 風で、 

(これ は、 お 綾さん のお 父さんが。 この 重箱の 蒔絵 も 

やっぱり、 ) 

と 言い かける、 と、 目配せ をした 目が 衝と 動いた。 

わか さつ まぶた 

少 いのは また 颯と 瞼 を 染めたん です。 

で、 悪い、 と 知った から、 それつ きり、 私 も 何にも 

言い はしなかった。 けれども どうやらお 綾さん が 人間 

やすん い 

らしくな つて 来たので、 いささか 心 を 安 じた は 可い 

うめき 

が 寝る となると、 櫛の 寝息に、 追 続、，， た 今の 呻吟。 



お 先達、 ここなん です。 

二人で 心配 をして やろうと 言った は、 今 だ。 疾 くそ 

にげぐち 

の遁 口から 母屋に 抜けよう。 が、 あるいは 三方から 

ひッ つつ おび おとしあな 

引 包んで、 誘き出す 一 方 口の 土間 は、 さながら 穽穴 と 

も 思った けれども、 ままよ、 あの 二人に なら どうと も 

されろ！ で、 浅茅生へ ドンと 下りた、 勿論 跣 足で。 

ものすご わきめ ふ 

峰 も 谷 も、 物凄い 真夜中で すから、 傍目 も 触らない 

すべ 

で 土間へ、 にり 込む。 

はる 力 .R と すす 

ずッと 違な、 門へ 近い 処に、 一間、 煤けた 障子に 



あかり さ 

T I , 、、ゝ IbJ」 o 

ね- p 

閨は …… あすこ だ。 

難 有い、 としつ とり、 びしょ濡れに 夜露の 染んだ 土 

間 を、 ぴたぴ たと 踏んで、 もっとも 向う の 灯 は 届かぬ、 

手探りで すよ。 

力 力 おぼろ， け 

やがて、 その 土間の 広くな つた 処へ掛 ると、 朧気に、 

縁と 障子が、 こう、 幻の ように 見えた も 道理、 外 は 七 

月 十四日の 夜の 月。 で、 雨戸が 外れた ままです。 

もや 

けれども 峰 を 横倒しに 戸口に 揷 込んだ ように、 靄の 

はびこ かしら あた リ もうもう 

蔓 つたの が、 頭 を 出して、 四辺 は 一 面に 濛々 として、 

からす こずえ 

霧の 海 を 鴉が 縫うよう に、 処々、 松 杉の 梢がぬ つと 



あらわ ほか はかりし 

顕れ た。 他 は、 幅 も 底 も 測 知られぬ、 山の 中 を、 時々 

ひらめ たいまつ くく 

すっと 火の 筋が 閃 いて 通る …… 角に 松明 を 括った 牛 

かと 思う、 稲妻で はない、 甲虫が 月 を 浴びて 飛ぶ のか、 

とちの かみ ろうそく つ ある 

土地 神が 蠟燭 点けて 歩行く らし い。 

S 〕 ね まき かき あわ 

見ても 凄い、 早 やそこへ、 と 思って 寝 衣の 襟 を搔合 

せる と、 その 目 当の 閨で、 —— 確に 女の —— すすり泣 

きする 声が しました。 …… ひそひそと 泣いて いるんで 

すね ご 

三十 一 



「夜半に 及んで、 婦人の 閨へ 推参で、 同じ 憚る にして 

も、 黙って 寝て いれば 呼べ もす るし、 笑声なら 与し 易 

いが、 泣いて る処じ や、 たとい 何でも、 迂濶に 声も懸 

けられます ま い。 

なき かなし 

何しろ、 泣悲 むと いう は、 一通りの 事で はない。 気 

にもなる し、 案じられ もす る …… また 怪しく もあった- 

ですから、 悪い が、 密と 寄って、 そこで 障子の 破目 か 

ら 

てまえ 

その 破目が 大層で、 此方へ 閉 つてます 引手の 処 なん 

さが かざあな ふた こま まっさお 

ざ、 桟が ぶら 下って 行 抜けの 風穴で。 二 小 間 青 蒼に 蚊 

帳が 漏れて、 裾の 紅 麻まで 下へ 透いて て、 立つ と 胸 ま 



のぞ 

で 出そう だから、 靦 くど ころじゃありません。 

力 力 よ 

屈んで 通 抜けました。 そこ を 除け て、 わざわざ 廻つ 

て、 逆に 小さな 破から 透かして 見る と …… 

ごし くッっ あかり さしむ か 

蚊帳 越です が、 向う の 壁に 附着け た 燈 と、 対向いで 

よく 分る。 

その 灯 を 背に して、 こちら 向きに 起 返って いたの は. 

もえぎ 

年上の 貴婦人で。 蚊帳の 萌 黄に 色が 淡く、 有る か 無い 

なが じゅばん ねまき ひと つ 

か 分らぬ、 長 襦袢の 寝 衣で 居た。 枕 は 袖の 下に 一 個 見 

よ のぶとん まんなか 

えたが、 絹の 四 布 蒲団 を 真中へ 敷いた 上に、 掛ける も 

のの 用意 はなく、 また 寝る つもり もなかつ たらしい I 

I 貴婦人の 膝に 突 伏して、 こうぐつ と 腕を摑 まって、 



てい なよなよ 

しがみつい たという 体で、 それで※々 〔# 「女+ (「島」 

の 「山」 に 代えて 「衣」)」、 442-7U と 力な さそう に 背筋 を 

くね とつ こいり はかた しごき まつわ 

曲って、 独鈷 入の 博 多の 扱 帯が、 ーッ 絡って、 ずるり 

すべ わか あかし しま 

と 腰 を 、にった、 少ぃ女 は、 帯 だけ 取った が、 明 石の 縞 

を 着た ままなん です。 

さっき しばらく 

泣いて いるの は それです ね。 前 刻から 多 時そう やつ 

ていたと 見えて、 ただしく しく 泣く。 後れ毛が 揺れる 

さしう つむ 

ばかり。 慰めて いそうな 貴婦人 も、 差 俯向いて、 無言 

しさい はなむ ろ さきし お 

の処 で、 仔細 は 知れず …… 花 室が 夜風に 冷えて、 咲 凋 

れ たという 風情。 

その内に、 肩 越に 抱く ようにして 投 掛けて いた 貴婦 



ず わきまえ でこぼこ 

か、 摺っ たか、 弁別 はない、 凸凹の 土間 を よろよろで 

別亭の 方へ 引返す と …… 

また、 まあ どうです。 

あの、 雨戸が はずれて、 月明りが 靄ながら 射 込んで 

いる、 折 曲った 縁側 は、 横 縦に がやがやと 人影が 映つ 

たてば はんじょう ひるめし ごろ 

て、 さながら、 以前、 この 立場が 繁昌した、 午 飯 頃の 

ありさま 

光景ではありません か。 

入 乱れて 皆 腰 を 掛けて る。 

私 は 構わず、 その 前 を 切って 抜けようと しました。 

大胆 だと 思います か —— 何、 そうで はない。 度胸 

も 信 S: も 有る のではありません、 がすべ てこう いう 場 



が あるべき 害の もんじ やない、 と 断念め は附 けました 

vr o 

力 

つっかか やつ むぎわらぼう のけ 

突懸 り、 端に 居た 奴 は、 くたびれた 麦藁 帽を仰 ざま 

かぶ ぼんのくぼ ず にら 

に 被って、 頸 窪へ 摺り 落ちそう に 天井 を 睨んで、 

にぎ リこ ぶし きゃはん たびあきんど 

握 拳 をぬ つと 上げた、 脚絆が けの 旅商人ら しい 風で 

したが、 大 欠伸 をして いるの か、 と 見る と、 違った！ 

空 を 摑んで 苦しんで るので、 咽喉から 垂々 と 血が 流れ 

る。 

とな リざ まう つむ てい 

その 隣 座に、 どたりと 真 俯向けに なった、 百姓 体の 

おやじ ぬきえ もん やげんが た 

親 仁 は、 抜 衣紋の 背中に、 薬研 形の 穴が ある。 

で、 ゥ ンゥン 呻吟く。 



か 数が 分りません。 I 

いつの 間に か、 障子が 透けて、 広い 部屋の 中 も 同断 

もうろう 

です。 中に も 目に 着いた の は、 一 面の 壁の 隅に、 朦朧 

はりつけば しら あら つきそ 

と 灰色の 磔 柱が 露われ て、 ァノ胸 を 突 反らして、 胴 

を 橋に、 両手 を 開いて 釣 下った の は、 よく ある 基督の 

体 だ。 

まんなか 

床柱と 思う 正面に は、 広い額の 真中へ、 五寸釘が 突 

まっさお まなこ か つ みひら 

剌 さって、 手足 も 顔 も 真 蒼に 黄色い 眼 を 赫と睜 く、 

おもかげ ゆうれい ぶね ふなお さ 

この 俤 は、 話に ある 幽霊船の 船長に そっくり。 

おお まないた しらは いかだ ゃリ 

大 俎が ある、 白刃が 光る、 筏の ように 槍 を 組んで、 

まるで 地獄の 雛壇です。 



だきつ すが 

どれ も 抱 着き もせず、 足へ も鎚ら ぬ。 絶叫して 目 を 

あとじ さ 

覚ます …… まだ それに も 及ぶまい、 と 見い 見い 後退り 

になって、 ドンと 突 当った まま、 蹌踉 けなり に投 出さ 

れ たように 浅茅生へ 出た。 

(は ああ。) 

てのひら あぶら 

と 息 を 引いた、 掌 へ、 脂の ごとく、 しかも 冷い 汗 

が、 総身 を 絞って 颯と 来た。 

くさしみ ず 

例の 草 清水が ぁリ ましょう。 

にっしょく まだら もう 

日蝕の 時の ような、 草の 斑に 黒い、 朦 とした 月明 

しゃが もろはだ ぬぎ 

りに、 そこに 蹲んだ 男が ある。 大形の 浴衣の 諸膚 脱で、 

まう 

毛 だらけの 脇 を 上 げざ ま に 、 晚方、 貴婦人が そこへ 投っ 



た、 絹の 手 巾 を 引伸しながら、 ぐいぐいと 背中 を 拭い 

ている。 

これ は 人間ら しいと、 一足 寄って、 

(君 …… ) 

と 掠れた 声を掛け ると、 驚いた 風に ぬつ くりと 立つ 

たが、 瓶の ようで、 胴中ば かリ。 

つきあ 

(首 はない が 交際う けえ。) 

と、 野太い 声で 怒鳴られ たので、 はっと 思う と、 私 

あおむ 

も 仰向けに P れ たんです。 

やがて、 気の ついた 時 は、 少ぃ 人の 膝枕で、 貴婦人 

が 私の 胸 を 撫でて いました ご 



「お 先達、 そこで 二人して 交る がわる 話しました。 I 

I 峠の 一軒家 を 買 取った の は、 貴婦人 なんです。 

これ は 当時 石川県の ある 顕官の 令夫人、 以前 は 某 

と 云う 一 時 富 山の 裁判長だった 人の 令嬢で、 その 頃 こ 

の 峠を越え て 金 沢へ 出て、 女学校に 通って いたのが、 

まきえし 

お 綾と 云う、 ある 蒔 絵師の 娘と 一 つ 学校で、 姉妹の よ 

うに 仲が 好かつ たんだ そうです。 

さ き ざんげ 

対 手 は懺每 をし たんです が、 身分 を 思う から 名 は 言 



ので、 ほとんど 病院で 附 切り 同様。 

妙な 事に は、 この 人が 手 を 懸ける と、 直ぐに 胸が 柔 

おさ 

かになる。 開き は 着かぬ まで も 三人 四 人で 圧え 切れぬ 

のが、 静に 納まって、 夢中で ただ 譫事を 云う くらいに 

過ぎぬ。 

で、 母親が、 親に も 頼んで、 夜 も 詰め切って もらつ 

たそうで。 肥満 女の 女中な ど は、 失礼 無鎂 構つ ちゃい 

はだぬぎ とうがん 

ら れん。 膚 脱の 大 汗を搔 いて 冬瓜の 膝で 乗 上っても、 

つ ッぱな すてん 

その 胸の 悪玉に 突 離されて、 素 転 ころりと 倒れる。 

(お 綾 様。 お 綾 様。) 

と 夜が 夜中、 看病疲れに すやすやと 寝て いるの を 起 



すと、 訳 はない、 ちょいと 手 を 載せて、 

(おや、 また 来て いるよ。 …… ) 

たれ それ ぐあい 

誰某 だね …… という 工合で、 その 時々 の 男の 名を覚 

じょうだん 

えて、 串戯 のように 言う と、 病人が 

(ああ、) 

と 言って、 胸の 落着く 処を、 

うるさ 

( 煩 い 人 だよ。 お帰り。) 

で、 すっと 撫で下ろす。」 

三十 四 



とッっ みサん じ- P く いみ あ 

「すると、 取 憑いた 男 どもが、 眉間 尺の ように 嚙 合つ 

たま ま、 出まい として、 乳の 下 を 潜って 転げる、 其奴 

さす すべ 

を 追つ 懸け 追つ 懸け、 お 綾が 擦る と、 腕へ ヒ つて、 舞 

みずおち うね 

戻って、 鳩尾 を ビクリ と 下って、 膝 を かけて 畝る 頃に 

まり 

は、 はじめ 鞠 ほどな のが、 段々 小さく、 豆 位に なって、 

足の甲 を蠢 めいて、 ふっと 拇指の 爪から 抜ける。 その 

時分に は、 もう 芥子 粒 だけ もない のです、 お 綾さん の 

たま 

爪に も堪ら ず、 消滅す る。 

ト はっと 気 を 返して、 恍惚 目 を 開く。 夢が 覚めた よ 

なリ おんな 

うに、 起 上って、 取 乱した 態 も そのまま、 婦 同士、 お 

のりかか くび から 

綾の 膝に 乗掛 つて、 頸に 手を搦 みながら、 切ない 息の 



下で、 

(済まない わね。) 

と言うの が、 ほとんど 例に なって いたそう です。 I 

あるひ 

I お 綾が、 よく 病人の 気 を 知った 事 は、 一日 も 痙攣が 

起って、 人事不省 なの を 介抱して いると、 病人が、 例 

に 因つ て、 

(来たよ。) 

う め 

と 呻吟く。 

( …… でしよう ね、) 

と 親類 内の 従兄と かで、 これ も 関係の あった、 —— 

少年の 名 をお 綾が 云う と …… 



(ああ、 青い 幽霊、) 

と 夢中で 言った —— 処へ ひよ つ こリ 廊下から …… 脱 

なまし ろ 

いだ 帽子 を 手に 提げて、 夏服の 青い ので 生白い 顔 を 出 

したの は、 その 少年で。 出会 頭に 聞かされ たので、 

まっか 

真 赤に なって 逃げた と 言います。 その 癖お 綾 は 一 度 も 

逢った 事 はない の だそう で。 

さあへ &師は 止しても、 お 綾 は 病人から 手 離せます 

一 一、 ヽ o 

03 レ 

い いほう 

いつまで 入院 をして いても、 ちっとも 快方に 向わな 

いから、 一旦 内へ 引取って、 静かに 保養 をしょう とい 

う 事に なった 時、 貴婦人の 母親 は、 涙で お 綾の 親 達に 



頼ん だんです。 

いや かたぎ 

頼まれて は 否と 言わ ぬ 、 職人気質 で 引受けた でしよ 

、つ。 

途中の、 不意の 用心に、 男が 二人、 母親と、 女中と、 

おんな つら 

今の 二人の 婦人で、 五 台、 人力車 を聯 ねて、 倶利 伽羅 

ぜん 

峠を越し たの は、 —— ちょうど 十 年 前になる —— 

同じ 立場で、 車 を がらがらと 引 込んで 休んだ の は、 

やっぱり、 今 残る、 あの、 一軒家。 しかも 車から 出る、 

ひき つ 

と 痙攣け て、 大勢に 抱え込まれて、 お 綾の 膝に 抱かれ 

た処 は。 …… 

(先刻、 貴下が、 怪ぃ 姿で 抱 合って いる 処を 蚊帳 越に 



御覧な すった、 母屋の、 あの 座敷です。) 

ッて 貴婦人が 言いました つけ。 

お 先達 ご 

三 造 は 酔える がごと き 対 手 を 呼んで、 

「その 時、 私は更 めて、 二人の 婦人に こう 言いました。 

(時が 時、 折が 折なん ですから、 実は 何にも 言 出し は 

しませんで したが、 その 日、 広 土間の 縁の 出張りに 一 

ちからもち かぶ 

人 腰 を 掛けて、 力 餅 を 食べて いた、 鳥 打帽を 冠って、 

久留 来の 鉼を 着た 学生が ありました。 お 心 は 着かな 

かった でしよう が、 …… それ は 私です。 …… 

そして、 その 時の 絵の ような 美し さが、 可 懐し さの 



やまごえ 

余り、 今度 この 山 越 を 思い立って 参つ たんです。) 

お 先達、 事実なん です ご 

と 三 造 は 言った。 

わか ひと 

「これ を 聞いて 少ぃ 女が、 

(そして 貴下が、 私 を 御覧なさい ましたの は、 その 時 

が 初めてで すか、) 

(いいえ、) 

と 私が 直ぐに 答えた。 

(違う かどう か 分りません が、 その 以前に 二度 ありま 

す。 ：•：• 一 度 は 金 沢の 藪の 内と 言う 処 —— 城の 大手 前 

むか かぎ てな リ 

と 対い 合った、 土塀の 裏 を、 鍵の 手形。 名の 通りで、 



つ こうじ 

竹 藪の 中 を 石垣に 従いて 曲る 小路。 家 も 何にもない 処 

で、 狐が どうの、 狸が どうの、 と 沙汰 をして 誰も 通ら 

みち あ る 

ない 路、 何に 誘われた か 一人で 歩行いた。 …… その 時、 

まがりかど まっぴるま 

曲 角で 顔 を 見ました。 春の 真昼 間、 暖ぃ 霞の ような 

ひとすじ さき 

白い 路が、 藪の 下 を 一条に 貫いた、 二三 間 前 を、 一人 

きもの 

通った 娘が あります。 衣服 は 分らず、 何の 織物 か知リ 

ません が、 帯 は緋色 をして いたの を 覚えて いる。 そし 

むすびめ 

て 結 目が 腰へ 少し 長目でした。 ふらふら とついて 見 

送って 行く 内に、 また 曲 角で、 それなり 分ら なくなつ 

たんです。) 

—— 一 一人 は 顔 を 見合せ ました ご 



「私 はまた …… 

(もう 一 度 は、 その 翌年、 やっぱり 春の、 正午 少し 後つ 

まちなか なが 

た 頃、 公園の 見晴 しで、 花の 中から 町中の 桜を視 めて 

いると、 向う が 山で、 居る 処が 高台の、 両方から、 谷 

さむらい まち ものほし 

のよう な、 一 ケ所 空の 寂しい 士 町と 思う 所の、 物干 

の 上に あが つ て、 霞 を 眺める らしい 立 姿の 女が 見えた。 

それが どうも 同じ 女らしい。 ロハ 台 を 立って、 柳の 下 

じ つ みまも 

から 乗り出して、 熟と 瞻 る 内に、 花吹雪が はら はらと 



して、 それつ きり 影 も 見えなくなる、 と 物干の 在所 も 

町の 見当 も 分ら なくなって しまった。 …… が、 忘れら 

おぼろよ さまよ 

れん、 朧夜に は そ こぞと 思う 小路々々 を 徜徉ぃ 徜徉ぃ 

日 を 重ねて、 青葉に 移る のが、 酔の さめ 際の ように 心 

寂しく つてなら なかった —— 人 は 二度と も、 美しい 

とおりま 

通 魔 を 見たん だ、 と言う …… 私 も あるいはそうかと 

思った。) 

貴婦人が 聞 澄まして、 

(二度目の は 引越した 処 でしよう！) 

と少ぃ 人に 言う ん です。 

やぶ あ る 

(物干で、 花見 をしたり、 藪の 中 を 歩行いたり、 やつ 



ぱり、 皆こう いう 身体になる 前兆でしょう。 よく 貴下 

お 胸に 留めて 下さいました。 姉さん、 私もう 一度 緋色 

の 帯が しめたい わ。) 

と、 はら はらと 落涙して、 

(あ 恥 力し レカ ) 

_ I と 続いて 話した。 I - 

で、 途中 介抱しながら、 富 山へ 行って、 その 裁判長 

いか かじきとう 

の 家に 落着く。 医者で は 不可ん、 加持 祈禱 と、 父親の 

方から 我を折って お札、 お 水、 護摩と なると、 元々 そ 

けいれん 

ういう 容体です から、 少しずつ 治まって、 痙攣 も 一日 

きま 

に 二三 度、 それ も 大抵 時刻が 極って、 途中 不意に 卒倒 



する する 攀 上って、 長 船の キラ リ とする の を 死骸 か 

たらたら わ ちしず く と は 

ら抜 取る と、 垂々 と 湧く 血 I 卞を 逆手に 除り、 山の端に 

ほ つ みおろ 

腰 を 掛けた が、 はじめて 吻と 一 息つ く。 瞰 下す 

ふもと たか 

麓の 路へ 集って、 頭ば かり、 うようよ して 八 九 人、 得 

物 を 持って 押 寄せた。 

猶予わず、 すらりと 立つ、 裳が 宙に 蹴出 を搦ん で、 

かかと あが 

踵が 腰に 上る と 同時に、 ふっと 他愛なく 軽々 と、 風 を 

さき ひつ さ 

泳いで 下りる が 早い か、 裾が まだ 地に 着かぬ 前に、 提 

げた 刃 の 下に、 一 人が 帽子から 左右へ 裂けた。 

一 同が、 わつ と遁げ る。 …… 」 



三十 六 

あと あ る 

「今 はもう 追う にも 及ばず、 するすると 後 を 歩行き な 

がら、 刃 を 振って、 

(は、) 

と 声 懸ける と、 声に 応じて、 一 人ず つ、 どた リ、 ば 

たりで、 算を 乱した、 …… 生木の 枝の 死骸ば かり。 

いつの 間に か、 二階へ 戻った。 

もろはだぬ なげだ 

時に、 大形の 浴衣の 諸膚 脱ぎで、 投 出した、 白い 手 

の 貴婦人の 二の 腕へ、 しつくり 喰つ いた 若い もの、 か 

ねて 聞いた、 —— これ は その 人の 下宿へ 出入りの 八 百 



屋 だそう で、 やっぱり 情人の 一 人なん です。 

(推参。) 

か 何 かの 片手 なぐりが、 見事に 首 を ころりと 落す。 

こぶし さ え しらは さき かす 

拳 の 冴に、 白刃の 尖が 姉の 腕 を 掠って、 力 チリと 鳴つ 

た。 

あっと 云う と、 二人とも 目を覚 した。 

お 綾の 手に、 抜いた 刀はなかった が、 貴婦人 は 二の 

まもりぶ くろ きん おさ 

腕に はめた 守護 袋の 黄色の 金具 を 圧え ていたつ て いう 

事です。 

実は、 同じ 夢を見たん だそう で、 もっとも 二階から 

のぞ 

顔 を 出した の も、 窓から 靦 いたの も、 樹上り をした の 



貴婦人 も、 それつ きり 学校 はやめた が、 お 綾 も 同断。 

さびし 

その代り 寂 い 途中、 立 向うても 見送っても、 その 男 を 

目に 留めて、 これ を 絵姿に して、 斬る、 突く、 胸を剌 

す。 …… 血 を 彩って、 日 を 経る と、 きっと そのもの は 

い のち 

生命がない というの が 知れる …… 段々 嵩 じて、 行 違い 

ぶった お 

なりに も、 ハツと 気合 を 入れる と、 即座に 打倒れ る 人 

さえ 出来た。 

おそろし あるよ の ろ 

が、 可 恐 いのは、 一夜、 夜中に、 ある 男 を呪詛 つて 

みずおち 

いると、 ばた リと 落ちて、 脇腹から、 鳩尾の 下、 背中 

と、 浴衣 越しに、 —— それから 男に 血 を 彩ろうと いう 

べに こぼ 

II 紅の 絵の具 皿の 覆れ かかった のが、 我が身の 皮 を 



「月に 一度、 あるいは 二度、 貴婦人が 忍んで 山に 上つ 

て 来る。 その 時 は、 ああして 抱いて、 もとは 自分から 

はだ くもり キッス 

起った 事と、 膚の 曇に 接吻 をす る。 

が、 雪な す膚 に、 燃え立つ 鬼百合の 花 は、 吸 消され 

もせず、 しぼみ もしない。 のみならず、 会心の 男が 出 

来て、 これ はと 思う その 胸へ、 グ ザと 刃 を 描いて 剌す 

からくれない いきち しずく 

時、 膚を 当てる と、 鮮紅の 露 を 絞って、 生血の I 卞が 

滴 占 ^ ると 言います。 

広間の 壁に は、 竹 篦で土 を 削って、 基督の 像が、 等 

身に 刻みつ けて 描いて あった。 本箱の 中 も、 残らず 



さんたん さいしきが 

惨儋 たる 彩色画で、 これ は 目 当の 男の ない 時、 歴史に 

血 を 流した 人 を 描く のでした ご 

と 物語る、 三 造の 声 は 震えた。 …… 

「お 先達。 

で、 貴婦人 は、 

(縁の ある 貴下。 …… ここに 居て、 打ち もし、 蹴リも 

し、 縛り もして、 悪い 癖 を 治して 上げて 下さい。) 

と 一一 一一 n う。 

若い 人 は、 

(おなつか しい 方 だけに、 こんな 魔 所に は 留められ ま 

せん、 身体の 斑が 消えない では。) 



き つ 

驚く 私 を屹と 見て 

ちか い たが い ほか に え 

(誓 は 違えぬ！ 貴下が 去って、 他の 犠牲の —— 巣 

にか かるまで、 このまま ここで 動き はしない、) 

心安く 下山せ よ。 

(さあ、) 

じ つ ねむ 

と言うと、 一目 凝と 見た目 を 瞑って、 黒髪 を さげて 

う つむ 

俯向い たんです。 

顔 を 背けて、 我に も あらず、 縁に 腰 を 落した 内に、 

わらじ 

貴婦人が 草鞋 を 結んだ。 

たま つる 

堪らなく なって、 飛 出して、 蔓を 解こうと 手 を 懸け 

つむ リ ふ ひきむ し 

る。 胸 を 引いて 頭を掉 るから、 葉 を引撐 つて、 私 は 涙 



を 落しました。 

(私なん ざ 構わん から。) 

(いいえ、 こうして まで 誓 を 立てぬ と、 私 は 貴下 を 殺 

ひとよ めいど 

す こと を、 自分で も 制し 切れない。 一夜 冥土へ 留め ま 

した。 お生きなさい まし、 新に お 存らぇ 遊ばせ。) 

うる リ リ 

と、 目 を 潤ました が凜々 しく 云う。 

(たとい、 しばらくの 辛抱で も。 男 を 呪詛ぅ 気のない 

しあわせ 

の は、 お 綾さん にも 幸福です。 そうしてお おきなさい 

まし。) 

と、 貴婦人が、 金剛杖 も 一所に 渡した。 

膝 さがりに 荷 を 下げて、 杖 を 抱いて しょんぼり 立つ 



の を …… 

(さようなら、 御機嫌よう。) 

(はつ、) 

ひと 

と 言って 土間へ 出た が、 振 返る と、 若い 女 は 泣いて 

きら すはだ 

いました。 露が 閃めく 葉 を 分けて、 明 石に 透いた 素膚 

を 焼く か、 と 鬼百合が 赫と 紅い。 

その 時、 峰 はずれに、 火の 矢の ように、 颯と 太陽の 

光が 射した。 貴婦人が 袖 を 翳して、 若い 女 を 庇い まし 

た。 …… 

ゆうべ ののし おんな 

あの、 鬼の 面 は、 昨夜、 貴下 を 罵る トタンに、 婦 

を 驚かす まいと 思って、 夢中で 投げた が —— 驚い たん 



です、 猿ケ 馬場 を 出 はずれる 峠の 下り 口。 谷へ 出た 松 

の 枝に、 まるで、 一軒家の 背戸の その 二人 を 睨む よう、 

か つ まなこ みひら まむき ひ つ かか 

潤と 眼を睜 いて、 紫の 緒で、 真面に 引掛 つていた の 

です。 …… 

お 先達、 私 はどうしたら ゆいで しょうご 

ためいき つ 

と 溜息 を 一 度に 吐く 

「ふう、 」 

いっとき 

と 一時に 返事 をして、 ややあって、 

「鬼神に 横道 は) /ざらん なご 

と 山伏 も 目 を 瞬 いた。 

で、 そのまま 誓 を 立てさせて は、 今時 誰も 通らぬ 山 



路、 半日 はよ し、 一 日 はよ し、 三日と 経たぬ に、 飢も 

しょう、 渴 きもしょう、 炎天に 曝されよう。 が、 旅人 

があって、 幸 に 通る とすると、 それ は 直ちに 犠牲に 

なる。 自分 はよ くても、 身代り を 人に させる 道で ない- 

心 を 山伏に 語る と、 先達 も 拳 を 握って、 不束ながら 

もろとも たお やめ あし 

身命に 賭けて 諸共に その美 女 を 説いて、 悪き 心 を飜ぇ 

うが いちょ うず 

させよう。 いざ うれ、 と 清水 を 浴びる。 境 も 嗽 手水 

して、 明 王の 前に 額 着いて、 やがて、 相 並んで、 日 を 

まとも まば ゆ 

正 射に、 白い、 眩い、 峠 を 望んで 進んだ。 

雲から 吐出され たもの のように、 坂に 突 伏した 旅人 

が 一 人。 



ああ、 犠牲 は 代った。 

たす たびびと 

扶け起こ すと、 心なき 旅人 かな。 朝が けに 禁制の 峠 

を 越した のであった。 峰で は 何事 もなかつ たが、 坂で、 

つまず わめ また 

躓いて 転んだ はずみに、 あれと 喚く。 膝から 股へ 

ま つ しろ あけ ぴ かまいたち か 

真白な 通 草の よう、 さくり 切れた は、 俗に 鎌鼬が 抓け 

たと 言う。 間々 ある 事と か。 

先達が 担いで 引返した。 

石 動の 町の 医師 を 託 かりながら、 三 造 は、 見返りが 

つるくさ きずな た たお やめ 

ちに、 今 は 蔓草の 絆 も 断ったろう …… その美 女の、 山 

ふもと たど 

の 麓 を迪 つたので ある。 

明治 四十 一 ( 一 九 〇 八) 年 十 一 月 
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